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中尾山コスモス園
秋の陽気に誘われて
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【ひとくちメモ】
給食では、水俣の海で取れたちりめ
んじゃこを使っています。レモン果
汁が入っているのでさっぱりと食べ
れるサラダです。野菜の組み合わせ
は自由です♪

【作り方】
①ちりめんじゃこは軽く煎

い
っておく。

②野菜をさっとゆでて冷まし、水気をしぼる
③①と②を調味料Aで和えてできあがり！

今月の献立
「じゃこ和え」

　９月から10月にかけて発生した一連の台風被害により、亡
くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被害
にあわれた方々に心からお見舞い申し上げます。一日も早い復
旧、復興を祈願いたします。
　10月12日、多くのご来賓と市民の皆さまのご出席のもと市
制施行70周年記念式典を開催しました。水俣高校音楽部と
陸上自衛隊西部方面隊音楽隊の共演によるオープニングセレモ
ニーに始まり、ご来賓の方々の祝辞があった他、市内の小中高
校生から「未来への提言」と題して、数多く応募いただいた作
文の中から、最優秀賞に選ばれた３人に作品を朗読してもらい
ました。
　この式典は、70 年を一つの契機として、私たち大人が未来
を担う子どもたちにどのような水俣を残し、つないでいけるの
かを真剣に考える場でもあったと思っています。式を開催する
にあたり、ご尽力いただきました関係者ならびにスタッフ、職
員など多くの皆さまに感謝申し上げます。　

市長からのメッセージ ６

女子ハンドボール世界選手権大会
モンテネグロ代表の事前キャンプ地に決定 ！

巻頭フォトリポ
市制施行70周年記念式典

水俣病犠牲者慰霊式

でかくっかみなまたスタンプラリー

まちのわだい
水高生がスロベニアで環境について研修 ほか

市からのお知らせ
平成30年度水俣市一般会計決算
人事運営状況
県営住宅補充入居待機者募集 ほか

連載 みなまた健康づくり応援団 ほか

くらしの情報
木育ひろば ほか

くらしのカレンダー
フォトリポート
ルパンティック・ジャズ・ライブ ほか

連載 みなまた元気な事業所ファイル
株式会社 MOAファーム
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髙岡利治市長が市政の動向や
活動などをお知らせします。
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少々

ちりめんじゃこ

キャベツ（太めの千切り）

大根（千切り）

キュウリ（薄めの半月切り）

ニンジン（千切り）

三温糖

レモン果汁

薄口しょうゆ

サラダ油

塩

給食レシピ
おうちで 簡単

今月の表紙
Cover Photo

秋になると咲き乱れるコスモス園のコ
スモスは、草刈りなど、市民の手によっ
て管理されています。また、毎年秋には、
コスモス祭りも開催され、多くの人でに
ぎわいます。この日は、秋の心地よい天
気に誘われてコスモス園に集う人の姿が。
色鮮やかな花たちに囲まれると、自然と
話も弾みます。

（10月25日撮影）

秋の陽気に誘われて

日時 試合会場 対戦相手

11/30 ㈯ 15：00 〜
八代市総合体育館

セネガル

12/1 ㈰　 15：00 〜 カザフスタン

12/3 ㈫　 15：00 〜
熊本県立総合体育館

ハンガリー

12/4 ㈬　 15：00 〜 ルーマニア

12/6 ㈮　 15：00 〜 八代市総合体育館 スペイン

　11 月 30 日から 12 月 15 日まで、県内で開催される２０１９女子ハンドボール世界選手権大会に出
場するモンテネグロ代表が、水俣で事前キャンプを行います。公開練習日などについては、熊本国際ス
ポーツ大会推進事務局へ問い合わせてください。また、市民との交流会も計画しています。詳しくは決
まり次第、ホームページなどでお知らせします。

モンテネグロ代表の大会日程（予選ラウンド）

■キャンプ期間　11 月 23 日㈯〜 29 日㈮
■参加人数　24 人
■練習施設　市立総合体育館大アリーナ

■問い合わせ　熊本国際スポーツ大会推進事務局☎０９６ー３３３ー２５６０

水俣がモンテネグロ代表の事前キャンプ地に決定しました！
2019女子ハンドボール世界選手権大会

　モンテネグロは、ヨーロッパ南東部、バルカン半島
に位置する共和制国家です。地中海性気候に属してい
るため、夏期は温暖で降雨量が少なく、冬期は雨量が
多い気候です。7・8 月は、ヨーロッパから数多くの
リゾート客が訪れます。

世界ランク：27 位
面積：１３，８１２㎢
首都：ポドゴリツァ
公用語：モンテネグロ語

モンテネグロの国旗

●ローマ
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本
市
の
市
制
施
行
70
年
を
祝
う
記
念

式
典
が
、10
月
12
日
に
市
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
隊
音
楽
隊
と

水
俣
高
校
音
楽
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
幕
を
開
け
た
式
典

に
は
、
市
民
や
近
隣
自
治
体
な
ど
約

６
０
０
人
が
出
席
。
髙
岡
市
長
は
式
辞

で
、「
久
木
野
村
と
合
併
し
た
昭
和
31

年
ご
ろ
の
水
俣
は
、人
口
５
万
人
を
超

え
、県
南
部
の
工
業
都
市
と
し
て
発
展

し
、に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
そ
の

繁
栄
と
と
も
に
公
害
で
あ
る
水
俣
病
が

発
生
し
、甚
大
な
健
康
被
害
が
起
こ
っ

た
。
今
後
は
、国
連
で
採
択
さ
れ
た
世

界
を
変
え
る
た
め
の
17
の
国
際
目
標

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』の
理
念
を
市
政
に
反
映

さ
せ
な
が
ら
、『
環
境
』、『
経
済
』、『
社

会
』の
３
つ
の
柱
に
よ
る
地
域
の
発
展

を
目
指
し
、活
力
あ
る
水
俣
を
築
い
て

い
く
」と
あ
い
さ
つ
し
、決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
未
来
へ
の
提
言
」と
題
し
て
、

水
俣
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
募
集
し

た「
未
来
に
向
け
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
も
実
施
。
表
彰
式
後
は
、姫

市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

巻
頭
フ
ォ
ト
リ
ポ
ー
ト

1_ 式辞を述べる髙岡市長　2・3・
4_ ホワイエに設置された展示ブー
ス　５_「未来に向けた作文コン
クール」の表彰者　６_ 作文コン
クール最優秀賞の下村泉葵さんに
よる朗読　７_ 陸上自衛隊西部方面
隊音楽隊と水高音楽部によるオー
プニングパフォーマンス　8_ 市制
施行 70 周年を祝うイラストをさか
なクンが市へプレゼント

野
一
華
さ
ん（
水
二
小
４
年
）、齊
藤
里

沙
さ
ん（
水
一
中
１
年
）、下
村
泉
葵
さ

ん（
水
高
１
年
）
が
、
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
作
文
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ

ア
が
も
や
い
館
で
、東
京
海
洋
大
学
名

誉
博
士
・
客
員
教
授
で
タ
レ
ン
ト
の
さ

か
な
ク
ン
の
講
演
会
を
開
催
。
水
俣
の

海
に
す
ん
で
い
る
魚
の
生
態
や
、さ
か

な
ク
ン
が
水
俣
の
海
で
発
見
し
た
新
種

の
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
・
ヒ
メ
タ
ツ
に
つ

い
て
、子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
し
た
。未来に向けた作文コンクール

【最優秀賞】
姫野 一華さん（水二小４年）
齊藤 里沙さん（水一中１年）
下村 泉葵さん（水高１年）
【優秀賞】
溝口 結愛さん（袋小５年）
田部 龍聖さん（水二中２年）
永野 七星さん（水高１年）

70
年
の
時
を
超
え 

想
い
つ
な
げ
て 

水
俣
で

１

６

５

２

8

３４

7
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水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式

患
者
・
遺
族
代
表 

祈
り
の
言
葉

上
野
エ
イ
子
さ
ん

　

昭
和
36
年
３
月
、
私
の
生
き
る
希
望
で

あ
っ
た
娘
・
良
子
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。

２
年
半
の
短
い
生
涯
で
し
た
。
死
ん
で
初

め
て
わ
か
っ
た
病
名
が
胎
児
性
水
俣
病
で

し
た
。
当
時
は
、
病
気
の
原
因
が
分
か
ら

ず
奇
病
と
言
わ
れ
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る

医
者
や
施
設
も
な
く
、
何
も
で
き
な
い
ま

ま
、死
を
待
つ
ば
か
り
で
し
た
。

　

私
は
、
親
も
兄
弟
も
、
そ
し
て
、
夫
も
我

が
子
も
、
み
ん
な
水
俣
病
で
亡
く
し
ま
し

た
。
昭
和
33
年
８
月
の
終
わ
り
ご
ろ
の
夕

方
、
漁
に
行
っ
て
網
を
引
き
上
げ
て
い
る

夫
・
忠
市
さ
ん
の
手
が
急
に
震
え
だ
し
た

の
で
す
。
こ
の
と
き
か
ら
、
壮
絶
な
水
俣

病
と
の
闘
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
臨
月
を

迎
え
て
い
た
私
と
主
人
は
、
子
ど
も
の
誕

生
を
待
ち
わ
び
、
将
来
の
こ
と
を
話
し
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
夫
は
、
発
病
か
ら
た
っ

た
13
日
で
、死
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

夫
を
亡
く
し
た
私
は
、
悲
し
み
に
暮
れ

る
間
も
な
く
６
日
後
に
は
、
良
子
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
元
気
に
生
ま
れ
た
娘
を
見
て
、

私
は
う
れ
し
泣
き
し
ま
し
た
。
ま
さ
か
そ

の
子
が
、
水
俣
病
に
お
か
さ
れ
て
生
ま
れ

て
く
る
と
、
誰
が
考
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
ち
こ
ち
の
病
院
を
受
診
し
ま
し
た
が
何

も
分
か
ら
ず
、
同
じ
よ
う
な
検
査
の
繰
り

返
し
で
、
私
は
途
方
に
く
れ
ま
し
た
。
良

子
は
、何
も
聞
こ
え
ず
、何
も
話
せ
な
い
ま

ま
で
し
た
。

　

昭
和
36
年
３
月
の
夜
、
良
子
は
ガ
タ
ガ

タ
と
歯
を
食
い
し
ば
り
、
激
し
い
痙
攣
に

お
そ
わ
れ
ま
し
た
。「
死
ん
で
は
だ
め
。
死

ん
じ
ゃ
く
れ
る
な
」
と
我
が
子
に
叫
び
な

が
ら
病
院
に
急
ぎ
ま
し
た
が
、
翌
朝
、
良

子
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

夫
と
娘
を
失
っ
た
私
は
、
打
ち
ひ
し
が

れ
る
思
い
で
し
た
。
そ
の
時
で
す
。「
原
因

が
分
か
ら
な
い
の
で
、
解
剖
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
病
院
か
ら
頼
ま
れ

ま
し
た
。
私
は
、「
解
剖
な
ん
て
し
て
ほ
し

く
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
度
も

お
願
い
す
る
の
で
、
仕
方
な
く
、
解
剖
を

承
知
し
ま
し
た
。
解
剖
さ
れ
、
軽
く
な
っ

た
良
子
を
お
ん
ぶ
し
て
帰
っ
た
あ
の
日
の

悲
し
み
を
、
言
葉
に
表
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
良
子
が
胎
児
性
水
俣
病
だ
っ
た
と

分
か
っ
た
の
は
解
剖
か
ら
４
か
月
後
の
こ

と
で
し
た
。

　
「
一
度
で
い
い
か
ら
、
母
ち
ゃ
ん
と
呼
ん

で
ほ
し
か
っ
た
」。
私
は
、
水
俣
に
い
る
の

が
つ
ら
く
、
水
俣
か
ら
逃
げ
出
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
死
ん
だ
良
子
の
こ
と

が
気
が
か
り
で
水
俣
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

水
俣
に
帰
っ
た
後
、
水
俣
病
患
者
の
福
祉

施
設
「
明
水
園
」
で
、
良
子
と
同
じ
よ
う

に
苦
し
ん
で
い
る
水
俣
病
の
方
々
を
お
世

話
し
な
が
ら
、定
年
ま
で
働
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
水
俣
病
で
家
族
を
失
っ
た
悲
し

み
に
耐
え
、
怒
り
や
憎
し
み
を
乗
り
越
え

て
生
き
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
私
た
ち
が

受
け
た
差
別
や
苦
し
み
を
与
え
た
言
葉

は
決
し
て
忘
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
俣
病
患
者
や
そ
の
家
族
は
、
二
度
と
こ

の
よ
う
な
悲
惨
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
と
、
精
一
杯
訴
え
続
け
、
前
へ
前

へ
と
歩
ん
で
き
た
ん
で
す
。

　

私
は
、
も
う
す
ぐ
92
歳
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
、
私
か
ら
の
お
願
い
で
す
。
水

俣
病
で
亡
く
な
っ
た
多
く
の
人
た
ち
の

命
を
決
し
て
無
駄
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

私
の
よ
う
に
つ
ら
く
悲
し
い
思
い
を
し
な

い
で
済
む
よ
う
に
、
自
然
を
大
切
に
す
る

と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
か
皆
さ
ん
、

水
俣
病
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
忠
市
さ
ん
、
良
子
、
ど
う
か
安

ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。
私
も
間
も
な

く
そ
ち
ら
へ
ま
い
り
ま
す
。
再
び
会
え
る

こ
と
を
楽
し
み
に
、
今
は
精
一
杯
生
き
て

い
き
ま
す
。

上野エイ子さん
祈りの言葉

　

市
や
患
者
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委

員
会
が
10
月
19
日
、エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水

緑
地
で「
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
」を
行
い
ま

し
た
。患
者
や
遺
族
、市
民
な
ど
約
８
３
０
人

が
出
席
し
て
、水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
た
全

て
の
生
命
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

髙
岡
市
長
は
式
辞
で
、「
水
俣
病
を
経
験
し

た
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
、環
境
を
大
切
に
し
な

が
ら
、経
済
基
盤
の
強
い
活
力
あ
る
社
会
を

構
築
し
、全
て
の
世
代
が
、水
俣
に
暮
ら
す
喜

び
や
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
す
」

と
誓
い
ま
し
た
。

髙岡市長
式辞

１_ 鎮魂の鐘　２_ 黙と
う　３_名簿納めの儀 4_
水俣病慰霊の碑　５_ 会
場から見る恋路島　６_
合唱団みなまた、水俣高
校音楽部による合唱

１

２

３

５

６

４

  県代表
　蒲島郁夫
　熊本県知事

  小・中・高校生代表
　　下鶴将大くん
　　佐々木実子さん
　　水東小６年

  国代表
　小泉進次郎
　環境大臣

  チッソ㈱代表
　木庭竜一
　代表取締役社長

祈りの言葉（要旨）

　この慰霊碑の前に立ち、犠牲となった方々の無念
さを思う時、水俣病の発生当初、何ものにも代え難
い人間の命に、もう少し深く思いを巡らせ、対応し
ていればと悔やんでも悔やみきれません。熊本県知
事として、改めて、県の責任の大きさを重く受け止
め、尊い命を失われた方、今もなお苦しんでいる被
害者や御家族の皆様に対し、心からおわびします。
　「公害の原点」である水俣病の歴史や教訓を風化
させないことは本県の使命です。先月ポーランドで
開催された水銀に関する国際会議でも、語り部の方
のご協力を得て、水俣病の経験や教訓を世界へ発
信しました。水俣病の悲劇を二度と繰り返さないた
め、国や地元の市・町、語り部の方々をはじめとす
る関係者の皆さまと一体となり、国内外、次世代に
しっかりと発信、継承していきます。
　さらに、世界に向けて「水俣」の地名を冠する水
俣条約の批准と実施を後押しし、機運を醸成するこ
とも本県の役割です。「水銀フリー社会」の実現に
向けて、熊本の地から、率先して取り組みを進めて
いきます。

　当社は、この水俣の地で創業し、今年で１１１年を
迎えます。これまで水俣市・周辺市町村の皆さまに
支えられ地域と共に歩んできました。しかしこの間
に、当社の工場廃水に起因する水俣病を引き起こし、
多くの方々が犠牲になったこと、地域の皆さまに多
大なご迷惑をおかけしたことは、痛恨の極みであり、
心よりおわびします。
　当社は、これまで患者の皆さまに対する補償責任
の完遂を経営の至上命題に掲げ、必死の努力を重ね
てきました。この補償責任の完遂は、今後も決して
変わることなく継続していきます。
　事業会社であるＪＮＣもスタートして８ 年が経ちま
した。主力工場の水俣製造所を始めとする当社グ
ループは、水俣病の反省に立ち、常に環境・安全に
配慮しながら、世の中に求められるものづくりを進め
ています。さまざまな取り組みを通じ、当社の収益
基盤の安定・強化に努め、患者補償責任の完遂と地
域社会の繁栄・発展に貢献していきます。
　また、患者の皆さまが安心して暮らしていけるよう、
関係自治体が実施する必要な施策に対しても協力し
ていきます。

　政府を代表して、水俣病の拡大を防げなかったこ
とを、あらためて心からおわびします。
　豊かで美しい不知火海を望むこの地に立つと、環
境が破壊され、甚大な健康被害が生じ、平穏な地
域社会に長年にわたり不幸な亀裂がもたらされたこ
とに思いを致さずにはいられません。
　水俣病問題では、これまで多くの方々が心を寄せ
合い、胎児性・小児性患者をはじめとする方々への
生活支援や、絆の修復、いわゆる「もやい直し」な
どのさまざまな課題に取り組んできました。令和の
時代も、こうした一つ一つの取組を着実に積み重ね
ていくことが、水俣病問題の解決につながっていく
と確信しています。
　国際社会の中で、我が国が先頭に立ち、水銀に
よる環境汚染や健康被害のない世界の実現に向け
た取組を進めていきます。国として、地方公共団体、
事業者、国民とともに、公害のない、持続可能な
社会の実現に向けて、恵み豊かな自然環境を保全
し、将来に継承していくことを、ここ水俣の地にお
いて誓います。

　僕たちはこの水俣で生まれ、育ちました。青い海、
豊かな木々、バラやコスモスなどのきれいな花々が
咲く自然豊かな水俣、この故郷が大好きです。
　私たちは６年間、水俣病を学んだり、胎児性水俣
病患者の方と交流を続けています。この水俣病を教
訓とし、今の水俣があることも学んでいます。環境
や人々の絆を大切にする水俣を目指して、もやい直
しの活動や環境モデル都市として多くの取り組みが
行われています。私たちも学校では環境ＩＳＯ活動に
取り組んでいます。そして、地域でのごみの分別活
動にも参加し、水俣の環境をよりよくするために活動
しています。水俣の海は、今とてもきれいです。き
れいに生まれ変わった水俣の海を守り続けて、その
ことを伝えていきます。
　水俣病公式確認から６３年が経ち、元号も昭和、
平成、令和と変わりましたが、私たちは水俣病の犠
牲になった人の尊い命、今も病気と闘っている患者
さんの思いを忘れてはなりません。同じ過ちを二度
と繰り返さず、水俣病から学んだことを生かし、ま
た正しい知識を伝え、よりよい未来を築くことを誓
います。

献水

献花



水俣で遊んで！食べて！泊まって！

８広報みなまた 2019年11 月号９ 広報みなまた 2019年11 月号

「ストップ！！ひばりくん」などの著者
・江口寿史氏がデザインを監修

限
定

◆場所　水俣市内
（対象店舗などはチラシ、ホームページで確認できます）
◆期間　11 月２日㈯〜
◆問い合わせ　
みなまた観光キャンペーン実行委員会事務局

（市経済観光課内）☎６１ー１６２９

熊本県水俣市生まれ。 代
表作に『ストップ！！ひばりく
ん』、『すすめ！！パイレーツ』
などがある。 水俣市出身
の江口氏は、水俣市観光
PR のために、イラストを描
いている。

江口 寿史
漫画家・イラストレーター

でかくっか みなまた スタンプラリー

エコバッグ
スタンプ５個

マグカップ
スタンプ 12 個

クリアファイル
　    （全５種）

   スタンプ７個   T シャツ
スタンプ 20 個

トートバッグ
　  （全２種）
スタンプ 16 個

道の駅みなまた（みなまた観光物産館まつぼっくり）
水俣市月浦 54 ー 162
営業時間 ９：00 〜 17：00　☎６２ー２００３

みなまた観光物産協会観光案内所
水俣市初野 305 −１（新水俣駅構内）
営業時間 ９：00 〜 18：00　☎６３ー２０７９

湯の鶴迎賓館鶴の屋
水俣市湯出 1421 ー 11
営業時間 10：00 〜 17：00　☎６８ー０２６８

・宿泊施設で連泊した場合は、１泊につき最大３個まで押印できます。
・タクシーを利用した場合は、領収書を受け取ってください。景品交
　換所でスタンプを押印します。
・１店舗１日当たりのスタンプ上限個数を超えたスタンプは無効とな
　ります。
・景品の交換は、指定の店舗でスタンプ帳と引き換えに景品を渡します。
・スタンプ帳１枚につき、交換できる景品は１つのみです。
・景品の色や種類は選択できません。
・スタンプ帳に有効期限はありません。景品がなくなり次第終了します。
・スタンプラリーの内容は、予告なく変更となる場合があります。あ
　らかじめご了承ください。

★スタンプラリー参加方法

※対象店舗で１０００円以上利用につき、スタンプ１個を押印します。
※対象店舗や利用金額によって、押すスタンプの数が変わります。

宿泊施設 飲食店 買い物 交通機関
３個 １個 １個 １個

・業種ごとの１店舗１日当たりのスタンプの上限は以下のとおりです。

オリジナルグッズをGet！！

景 品 交 換 所

３
         ほしいグッズに
   必要なスタンプを集めて、
オリジナルグッズを Get ！！

　　　　対象店舗で
スタンプ帳を手に入れよう！
※スタンプラリーの参加料として
　200 円が必要です
※対象店舗はホームページ
　などで確認できます

１

江口寿史氏監修の
グッズが手に入る！

 

 対象店舗で１０００円
以上利用してスタンプを  
        もらおう！

2
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まちのわだい

　

水
俣
高
校
の
１
・
２
年
生
10
人
が
、

環
境
や
経
済
、地
域
活
性
化
の
た
め
の

政
策
な
ど
を
学
ぶ
た
め
、か
つ
て
水
銀

に
よ
る
健
康
被
害
が
発
生
し
た
ス
ロ
ベ

ニ
ア
・
イ
ド
リ
ア
市
で
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、平
成
28
年
に
国
か
ら
指
定

を
受
け
た
、国
際
的
に
活
躍
で
き
る
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
Ｓ
Ｇ

Ｈ（
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
）事
業
の
一
環
と
し
て
行
な

っ
た
も
の
。

　
生
徒
た
ち
は
、水
銀
鉱
山
施
設
や
博

物
館
を
見
学
し
、イ
ド
リ
ア
の
歴
史
や

文
化
を
学
ん
だ
他
、地
元
高
校
生
と
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
環
境
問
題
の
解
決
方

法
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

国を越え環境問題を考える 水高生がスロベニアで環境を学ぶ
９/11
〜 17

▲水高生と地元高校生によるワークショップ

秘湯の地でいやしを体験 みなまた和紅茶茶摘み・茶もみ体験ツアー

軟式野球で全国大会準優勝 大会出場奨励金を交付９/18

▲茶もみを体験する参加者

　
み
な
ま
た
和
紅
茶
実
行
委
員
会
（
坂

口
和
憲
実
行
委
員
長
）に
よ
る
、み
な
ま

た
和
紅
茶
の
生
産
工
程
を
体
験
す
る
熊

本
市
発
の
バ
ス
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
、九

州
産
交
㈱
が
運
行
し
、熊
本
市
な
ど
か

ら
約
30
人
が
湯
の
鶴
地
区
を
訪
れ
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
、
同
実
行
委
員
の
「
紅
茶

四
天
王
」の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、茶
摘

み
や
茶
も
み
を
体
験
し
た
他
、紅
茶
の
お

い
し
い
入
れ
方
な
ど
を
学
ん
だ
り
、
茶

葉
を
使
っ
た
特
製
ラ
ン
チ
を
食
べ
る
な
ど

し
て
み
な
ま
た
和
紅
茶
を
満
喫
し
ま
し

た
。

　
体
験
の
最
後
に
は
参
加
者
ら
に
、「
和

紅
茶
ソ
ム
リ
エ
修
了
証
」が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

▲髙岡市長から奨励金を受け取った松﨑さん（右）

　
８
月
23
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
京
都

府
で
開
か
れ
た
、第
４
回
全
日
本
中
学

女
子
軟
式
野
球
大
会
に
、熊
本
県
代
表

の「
熊
本
暴
れ
ん
坊
ガ
ー
ル
ズ
」の一員
と

し
て
、松
﨑
史
華
さ
ん（
水
二
中
２
年
）が

出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、松
﨑
さ
ん
が
市
役
所
を
訪

れ
、見
事
準
優
勝
に
輝
い
た
大
会
の
結
果

を
報
告
し
た
他
、髙
岡
市
長
か
ら
、ス
ポ

ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
基
金
に
よ
る
大

会
出
場
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
全
国
大
会
は
、と
て
も
い
い
経
験
に

な
っ
た
。こ
れ
か
ら
も
野
球
を
続
け
て
い

き
た
い
」と
今
後
の
抱
負
を
話
し
、髙
岡

市
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
ケ
ガ
を
せ
ず
、野

球
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
は
、「
国
連
機
関

の
お
仕
事
」と
題
し
て
市
民
公
開
講
座
を
開

き
、高
校
生
ら
48
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、国
連
工
業
開
発
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｄ
Ｏ
）東
京
投
資・技
術
移
転
促
進
事
務
所

次
長
の
村
上
秀
樹
さ
ん
。Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
の
活

動
内
容
や
国
連
機
関
で
働
く
魅
力
な
ど
を

自
分
の
仕
事
と
絡
め
て
解
説
し
ま
し
た
。ま

た
、国
連
機
関
で
働
く
た
め
に
必
要
な
英
語

の
習
得
方
法
に
つ
い
て
も
紹
介
。普
段
聞
け

な
い
国
連
機
関
の
活
動
な
ど
に
学
生
ら
は
、

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
村
上
さ
ん
は
、「
自
分
の
人
生
は一

度
き
り
。や
り
た
い
こ
と
を
迷
い
な
が
ら
探

し
て
、何
か
見
つ
か
っ
た
ら
、そ
れ
に
向
か
って

突
き
進
ん
で
ほ
し
い
」と
生
徒
ら
に
伝
え
ま

し
た
。

水俣環境アカデミア市民公開講座 「国連機関のお仕事」９/21

　

火
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
吉
永
理

巳
子
実
行
委
員
長
）が
、水
俣
病
情
報
セ

ン
タ
ー
で
、「
火
の
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま

し
た
。平
成
６
年
か
ら
始
ま
っ
た
市
民
手

作
り
の
行
事
で
、今
年
で
24
回
目
で
す
。

　

台
風
接
近
の
影
響
で
、会
場
を
変
更

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、会
場
に

は
約
３
０
０
人
の
市
民
ら
が
参
列
し
、水

俣
病
で
犠
牲
と
な
っ
た
全
て
の
命
に
祈
り

を
捧
げ
ま
し
た
。

　
恋
龍
太
鼓
の
奉
納
演
奏
や
水
俣
高
校

音
楽
部・合
唱
団
み
な
ま
た
に
よ
る
合
唱

の
他
、最
後
に
は
、参
列
者
全
員
で『
ふ
る

さ
と
』を
合
唱
。火
の
ま
つ
り
終
了
後
は
、

19
区
寄
ろ
会
と
20
区
寄
ろ
会
手
作
り
の

「
塩
と
菜
種
」が
参
列
者
に
配
ら
れ
ま
し

た
。

　

新
潟
水
俣
病
を
学
ぶ
た
め
、８
月
に
新

潟
を
訪
問
し
た
市
内
の
小
学
生
12
人
が
、

現
地
で
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
班
ご

と
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
、学
習
成
果
発
表

会
が
水
俣
病
資
料
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
水
俣
病
の
教
訓
を
次
世
代
に

正
確
に
伝
え
、
環
境
保
護
に
対
す
る
意
識

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、水
俣

病
発
生
地
域
間
交
流
事
業
の一環
で
行
わ
れ

た
も
の
。

　
現
地
の
小
学
生
と
交
流
し
た
り
、一緒
に

新
潟
水
俣
病
患
者
か
ら
病
気
の
症
状
や
当

時
の
様
子
な
ど
話
を
聞
い
た
他
、原
因
企

業
周
辺
を
見
学
す
る
な
ど
、
新
潟
水
俣
病

へ
の
理
解
を
深
め
て
き
た
児
童
の
発
表
に
、

保
護
者
ら
約
40
人
の
参
加
者
は
、耳
を
傾

け
ま
し
た
。

▲講師の村上さん

水俣病で犠牲となった全ての命に祈りを捧げる 第 24 回火のまつり９/21

新潟水俣病を現地で学ぶ　児童らが学習の成果を発表９/23

▲「里の火」、「山の火」、「海の火」、「患者遺族の火」を供える

▲現地で学んだことを発表する児童

９/14
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市
と
九
州
電
力
㈱
八
代
配
電
事
業
所

が
、
水
俣
地
区
の
災
害
復
旧
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、台
風
や
地
震
な
ど
に
よ

る
災
害
発
生
時
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期

復
旧
を
目
的
と
し
、相
互
連
絡
の
確
保

や
電
力
復
旧
関
係
者
の
宿
泊
施
設
な
ど

の
提
供
、道
路
の
啓
開
な
ど
に
つ
い
て
締

結
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
市
役
所
で
、
九
州
電
力
㈱

八
代
配
電
事
業
所
と
調
印
式
が
行
わ

れ
、本
協
定
を
締
結
。
高
岡
市
長
は
、「
災

害
発
生
時
に
、
電
力
の
早
期
復
旧
へ
両

対
策
本
部
が
緊
密
な
連
携
を
保
ち
、被

害
状
況
の
情
報
共
有
な
ど
の
迅
速
化
が

期
待
で
き
る
こ
と
は
、市
民
の
安
心
・
安

全
に
つ
な
が
る
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

災害に強いまちへ 九電と災害復旧に関する協定を締結 ９/24

　

市
が
９
月
26
日
か
ら
10
月
７
日
に
か

け
て
、市
長
就
任
後
の
取
り
組
み
や
こ
れ

か
ら
の
政
策
に
つ
い
て
、髙
岡
市
長
自
ら

が
語
る
報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
市
内
７
カ
所
で
開
い
た
報
告
会
に
は
、

市
民
ら
１
９
０
人
が
参
加
。
こ
の
日
は

葛
彩
館
で
報
告
会
を
開
き
、昨
年
度
か

ら
新
た
に
始
ま
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
な
ど
の
取
り
組
み
や
、国

連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目

標
で
あ
る
「
Ｓ
Ｇ
Ｄｓ
」に
向
け
た
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
水
俣
市
第
６
次
振
興
計
画
」

が
目
指
す
将
来
像
「
み
ん
な
が
幸
せ
を

感
じ 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち 

み
な

ま
た
」の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策
を

市
民
と
共
有
し
ま
し
た
。

市長自らが就任後の取り組みや水俣の将来像を語る  市政報告会10/1

　
10
月
11
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
ロ
シ
ア

で
開
か
れ
た
、ゴ
ー
ル
ド
ホ
ー
ン
カ
ッ
プ

２
０
１
９
Ｕ
ー
13
大
会
に
、サ
ッ
カ
ー
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
グ
ラ
ン
ト
ゥ
ー
ル
Ｓ
Ｃ
」

の一員
で
あ
る
橋
本
尚
紀
さ
ん（
水
二
小

６
年
）と
中
村
奏
汰
さ
ん（
袋
中
１
年
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、２
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、

髙
岡
市
長
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー

タ
ー
基
金
に
よ
る
大
会
出
場
奨
励
金
の

交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
大
会
に
は
、日
本
全
国
の
チ
ー
ム
か

ら
選
ば
れ
た
選
手
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
出

場
。
奨
励
金
を
交
付
し
た
髙
岡
市
長
は
、

「
世
界
の
プ
レ
ー
に
触
れ
る
い
い
機
会
。

ぜ
ひ
頑
張
っ
て
き
て
ほ
し
い
」
と
２
人
を

激
励
し
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
が
市
立
総
合
体
育
館

で
、ア
テ
ネ
・
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳

女
子
背
泳
ぎ
２
０
０ｍ
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
中
村
礼
子
さ
ん
の
水
泳
教
室
を

開
き
、水
俣
市
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

水
泳
団
体
の
小
・
中
学
生
約
50
人
が
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
、５
月
に
日
体
大
と
締
結

し
た
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す

る
協
定
」
に
基
づ
く
支
援
事
業
に
よ
っ

て
開
か
れ
た
も
の
で
、中
村
さ
ん
は
、基

礎
か
ら
実
践
的
な
指
導
ま
で
実
演
を
交

え
て
指
導
し
ま
し
た
。

　

教
室
後
に
は
、
サ
イ
ン
会
も
実
施
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
や
水
泳
フ
ァ
ン
が

長
い
列
を
つ
く
る
な
ど
、子
ど
も
た
ち
に

と
って
、貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

▲市長就任後これまでの取り組みなどを市民へ説明する髙岡市長

世界の選手を相手にプレー サッカーの世界大会に出場10/4

日体大との連携事業第一弾  中村礼子さん水泳教室10/5

▲奨励金の交付を受けた橋本（中央）さんと中村さん（右）

▲子どもたちを指導する中村さん

 安全運転で交通事故ゼロに 出水市と合同で交通安全運動キャンペーンを実施

陸上の全国大会へ出場 大会出場奨励金を交付10/1

▲交通安全の啓発グッズをドライバーへ渡す子どもたち

　
９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
て
、水
俣

市
と
出
水
市
が
合
同
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、日
頃
か
ら
車
両

の
行
き
交
い
や
人
と
人
と
の
交
流
が
盛

ん
な
両
市
が
初
め
て
企
画
。
市
民
や
警

察
、行
政
、
交
通
安
全
関
係
者
な
ど
約

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、国
号
３
号
の
県
境
付
近

（
袋
・
神
ノ
川
地
区
）で
、交
通
安
全
の

ハ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
や
、の
ぼ
り
旗
な
ど
を

掲
げ
た
他
、国
道
を
通
る
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

交
通
安
全
啓
発
の
チ
ラ
シ
や
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル
な
ど
を
配
り
、安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

▲髙岡市長から奨励金を受け取った溝上さん（右）

　

10
月
４
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
茨
城

県
で
開
か
れ
た
第
74
回
国
民
体
育
大
会

の
陸
上
女
子
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
、溝

上
加
菜
さ
ん（
緑
東
中
３
年
）が
出
場

し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
溝
上
さ
ん
が
市
役
所
訪

れ
、髙
岡
市
長
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ

サ
ポ
ー
タ
基
金
に
よ
る
大
会
出
場
奨
励

金
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
高
い
レ
ベ
ル
の
レ
ー
ス
に
な
る
と
思

う
。
最
初
か
ら
つ
い
て
い
っ
て
、決
勝
に

残
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
る
溝
上
さ
ん
に
、
髙
岡
市
長

は
、「
無
理
を
し
て
故
障
し
な
い
よ
う
に
。

体
調
管
理
に
は
気
を
つ
け
て
、悔
い
の
な

い
レ
ー
ス
を
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

9/25

▲高岡市長（左）と九州電力㈱八代配電事業所の江原正則所長（右）
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まちのわだい

本に囲まれて、楽しい催しいっぱい みな図書まつり10/13

▲風船でどんな動物ができるかな？

　
市
立
図
書
館
が
、「
み
な
図
書
ま
つ
り

２
０
１
９
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
図
書
館
に
来
て
ほ
し
い
、本
に
親
し
ん

で
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
で
毎
年
開
催
し

て
お
り
、家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
人
が
ま

つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
来
館
者
に
は
焼
き
た
て
の
焼
き
い
も
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
や
新
規
利
用
者
に
は
新
米
の

つ
か
み
取
り
が
あ
り
、大
人
も
子
ど
も
も

に
っ
こ
り
笑
顔
。
他
に
も
無
料
で
本
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
古
本
市
や
お

は
な
し
会
、む
か
し
遊
び
体
験
、人
形
劇

な
ど
も
催
さ
れ
、多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し

た
。

　
午
後
に
は
、エ
コ
バ
ラ
ち
ゃ
ん
も
登
場
。

い
つ
も
は
大
声
が
出
せ
な
い
図
書
館
も
、

こ
の
日
は
１
日
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　

11
月
15
日
か
ら
17
日
か
け
て
群
馬
県

で
開
か
れ
る
、第
37
回
全
日
本
ジ
ュニ
ア

新
体
操
選
手
権
大
会（
男
子
団
体
）に
水

俣
ジ
ュニ
ア
新
体
操
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
ま

す
。水
俣
か
ら
は
十
数
年
ぶ
り
に
出
場
す

る
同
大
会
に
は
、全
国
か
ら
22
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、同
ク
ラ
ブ
が
市
役
所
を
訪

れ
、髙
岡
市
長
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ

ポ
ー
タ
ー
基
金
に
よ
る
大
会
出
場
奨
励

金
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
が
で
き
る
最
高
の
演
技
を

し
て
き
ま
す
」と
大
会
へ
の
抱
負
を
語
る
、

同
ク
ラ
ブ
キ
ャ
プ
テ
ン
の
廣
田
耕
生
さ
ん

（
水一中
３
年
）に
、髙
岡
市
長
は
、「『
新

体
操
の
水
俣
』復
活
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

新体操の水俣復活へ 水俣ジュニア新体操クラブが全国大会出場10/18

　
水
俣
福
祉
会
理
事
長
の
福
田
研
二
さ

ん
（
栄
町
）
と
渕
上
敏
子
さ
ん
（
葛
渡
）

が
、全
国
防
犯
協
会
連
合
会
か
ら
令
和

元
年
度
全
防
連
防
犯
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
、そ
の
伝
達
式
が
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
、長
年
に
わ
た
り
、地
域
防

犯
活
動
に
尽
力
し
、社
会
貢
献
し
た
防

犯
功
労
者
や
防
犯
功
労
団
体
お
よ
び
企

業
に
対
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
、福
田
さ

ん
は
銀
章
、渕
上
さ
ん
は
銅
章
を
そ
れ
ぞ

れ
受
章
し
ま
し
た
。

　
福
田
さ
ん
は
、平
成
４
年
か
ら
、水
俣

地
区
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
の
少
年
補
導
員
の
委
嘱
を
受
け
、

少
年
補
導
に
取
り
組
み
、平
成
８
年
か

長年にわたり地域防犯活動に貢献 
福田研二さんと渕上敏子さんが全防連防栄誉を受章

10/17

ら
は
、
保
護
司
も
兼
務
し
、少
年
非
行

防
止
や
健
全
育
成
に
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、保
育
園
経
営
の
立
場
か
ら
、

声
か
け
事
案
な
ど
の
犯
罪
防
止
対
策
に

つ
い
て
の
講
話
や
、園
児
や
保
護
者
の
防

犯
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

渕
上
さ
ん
は
、平
成
13
年
か
ら
水
俣

地
区
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
の
少
年
補
導
員
の
委
嘱
を
受
け
、

各
種
少
年
補
導
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
む
他
、水
俣
地
区
薬
物
乱
用
防
止
指

導
員
、
水
俣
ふ
る
さ
と
見
守
隊
と
し
て

各
種
防
犯
活
動
に
努
め
る
な
ど
、地
域

の
安
全
活
動
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
２
人
は
市
役
所
を
訪
れ
、
高

岡
市
長
に
受
章
を
報
告
し
ま
し
た
。

▲表彰を受けた福田さん（中央右）

▲表彰を受けた渕上さん（中央右）

▲奨励金の交付を受けた水俣ジュニア新体操クラブのメンバー

　
市
は
、も
や
い
館
で
「
令
和
元
年
度
水

俣
市
戦
没
者
追
悼
式
」を
開
き
、戦
地
で

犠
牲
と
な
っ
た
１
０
７
７
柱
の
英
霊
の
御

霊
を
追
悼
し
よ
う
と
、約
１
５
０
人
が
参

列
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
水
俣
吟
友
会
が
献
詠
を
行
っ

た
他
、遺
族
代
表
を
代
表
し
て
伊
藤
潤
子

さ
ん
が
、こ
の
日
、命
日
を
迎
え
た
祖
父

の
回
顧
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
列

者
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
、
戦
地
で
犠
牲

と
な
っ
た
英
霊
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

髙
岡
市
長
は
、「
悲
惨
な
戦
争
を
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
戦
争
で
命
を

落
と
さ
れ
た
方
々
と
残
さ
れ
た
遺
族
の
皆

さ
ま
の
悲
し
み
を
心
に
刻
み
、
平
和
の
尊

さ
を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
」と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

１０７７柱の英霊の御霊に祈りを捧げる 令和元年度水俣市戦没者追悼式10/8

　
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
は
、実
際
の
研

究
者
が
講
師
と
な
り
、実
験
や
研
究
を

教
え
る
「
サ
イ
エ
ン
ス
リ
サ
ー
チ
キ
ャ
ン

プ
」を
開
き
、高
校
生
ら
８
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

㈱
サ
イ
デ
ィ
ン
の
弘
津
辰
徳
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

で
、
研
究
活
動
を
始
め
る
方
法
や
進
め

方
を
学
習
。
午
後
か
ら
は
、食
物
な
ど

の
苦
味
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
シ
ク

ロ
デ
キ
ス
ト
リ
ン
と
い
う
物
質
を
使
い
、

飲
み
物
の
苦
味
が
変
化
す
る
か
の
実
験

を
研
究
者
と一緒
に
体
験
し
ま
し
た
。

　

弘
津
さ
ん
は
、「
研
究
と
は
複
数
の

実
験
を
組
み
合
わ
せ
て
、
大
き
な
発
見

を
し
て
い
く
こ
と
」と
話
し
、学
生
ら
に

実
験
の
楽
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

▲献花をする参列者

研究者と一緒に実験をして研究者への第一歩に サイエンスリサーチチャンプ10/13

▲研究を体験する参加者ら
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地
域
を
元
気
に
す
る
活
動
を
応
援

（
公
財
）水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
財
団
の
助
成
事
業

団　体 取り組み内容
みなまた和紅茶実行委員会 みなまた和紅茶ブランド推進事業

水俣市地域婦人会連絡協議会 みんなで楽しく健康寿命をのばそう会サードステージ

（一社）みなまた観光物産協会 マリンアクティビティーを活用した交流人口増加対策事業

水俣市
水俣の海乗船体験によるもやい直し推進モデル事業
ＳＵＰの聖地化を通じたマリンアクティビティーによる
人材育成と新たな産業の創出

水俣芦北広域地域団体やまびこ 過疎地域におけるイベント運営による交流人口の拡大と地域のＰＲ事業

（公財）水俣市振興公社 もやい直し事業「辻井いつ子さん講演会」

丸福ボンバーズ水俣公演実行委員会 劇団「丸福ボンバーズ」水俣公演プロジェクト

（一社）水俣病を語り継ぐ会 水俣・芦北地域における集客交流プランと地域コーディネート組織の創出事業

▲ＳＵＰの聖地化 ▲和紅茶ブランド推進 ▲乗船体験によるもやい直し

★
令
和
２
年
度

　

環
境
技
術
研
究
開
発
助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す

●今年度は８団体が、助成を受けて地域の活性化につながる取り組みを実施しています。

◆
地
域
づ
く
り
活
動
な
ど
を
応

援
し
ま
す

　
地
域
の
産
業
の
振
興
に
関
す
る

事
業
や
地
域
住
民
な
ど
の
自
主
的

な
地
域
づ
く
り
活
動
な
ど
に
対
し

て
、
水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
計
画

に
基
づ
く
地
域
振
興
事
業
と
し
て

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象　
原
則
、
市
内
に
事

務
所
を
置
く
団
体

■
対
象
と
な
る
事
業

①
地
域
の
産
業
振
興
に
関
す
る
も

　
の

②
地
域
住
民
な
ど
の
自
主
的
な
地

　
域
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
も
の

③
地
域
の
再
生
・
振
興
に
関
す
る

　
も
の

■
助
成
額　
事
業
費
の一
部
で
４ 

０
０
万
円
以
内

■
実
施
期
間　
令
和
２
年
４
月
１

日
〜
令
和
３
年
２
月
21
日

■
申
込
締
切
日　
12
月
２
日
㈪

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
市
企
画

課
☎
61
・
１
６
０
７

　
環
境
配
慮
型
の
研
究
開
発
な

ど
を
行
う
事
業
に
対
し
て
、
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

【
参
考
】

　

令
和
元
年
度
に
、
助
成
に

よ
り
実
施
し
て
い
る
事
業
の
例

（
抜
粋
）

○
海
域
の
環
境
調
査
研
究
な
ど

　
に
よ
り
、
カ
キ
の
養
殖
環
境

　
の
最
適
化
を
図
り
環
境
調
和

　
型
漁
業
の
確
立
を
図
る
事
業

○
先
端
技
術
の
活
用
に
よ
り
、

　
カ
ン
キ
ツ
加
工
副
産
物
か
ら

　

健
康
機
能
成
分
を
抽
出
し
、

　
高
付
加
価
値
の
商
品
を
開
発

　
す
る
事
業

■
助
成
対
象
者

①
水
俣
市
・
葦
北
郡
に
お
い
て

　
事
業
を
行
う
株
式
会
社
、
そ

　
の
他
法
人

②
水
俣
市
・
葦
北
郡
に
所
在
す

　
る
法
人
と
連
携
し
て
事
業
を

　
行
う
大
学
、
短
期
大
学
、
高

　
等
専
門
学
校

■
助
成
対
象
事
業

①
環
境
に
対
す
る
負
荷
の
軽
減

　
に
資
す
る
環
境
配
慮
型
の
先

　
端
技
術
の
研
究　
開
発
事
業

②
水
俣
市
・
葦
北
郡
を
中
心
と

　
す
る
地
域
に
お
け
る
環
境
配

　
慮
型
の
研
究
開
発
を
促
進
す

　
る
事
業

■
対
象
要
件

①
事
業
財
源
に
国
・
県
か
ら
の

　
助
成
金
な
ど
を
含
ま
な
い
こ
と

②
生
産
目
的
の
設
備
投
資
、
仕

　
入
れ
な
ど
営
利
活
動
で
な
い

　
こ
と

③
審
査
委
員
会
、
財
団
理
事
会

　
で
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の

■
申
請
期
間

○
１
次
募
集　
11
月
６
日
㈬
～

令
和
２
年
１
月
６
日
㈪

○
２
次
募
集（
１
次
募
集
で
締

め
切
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

令
和
２
年
１
月
９
日
㈭
～
３
月
２

日
㈪

■
申
請
・
提
出
先　
水
俣
市
経

済
観
光
課
経
済
振
興
室
☎
61
・

１
６
２
８

㉄ 

水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
財

団
事
務
局（
熊
本
県
環
境
政
策

課
内
）☎
０
９
６
・ 

２
８
３・８ 

８
８
１

【歳出】
項　目

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

災害復旧費

歳出合計

決算額（千円）

153,453

1,905,989

5,499,965

2,093,151

345,089

326,892

1,257,445

607,796

945,324

1,540,097

176,653

14,851,854

構成比（％）

1.0

12.8

37.0

14.1

2.3

2.2

8.5

4.1

6.4

10.4

1.2

100.00

【歳入】

自
主
財
源

依
存
財
源

項　目
市　税
諸収入
繰入金

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金
計

地方交付税
国庫支出金
県支出金
市債

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金

交通安全対策特別交付金
計

歳入合計

決算額（千円）
2,913,881
327,591
897,448
164,180
192,619
62,728
65,107
48,867

4,672,421
5,085,770
2,020,322
1,134,003
1,533,594
107,005
3,686
7,121
5,543

497,586
24,792
7,832
2,777

10,430,031
15,102,452

構成比（％）
19.3
2.2
5.9
1.1
1.3
0.4
0.4
0.3
30.9
33.7
13.4
7.5
10.2
0.7
0.0
0.0
0.0
3.3
0.2
0.1
0.0
69.1

100.00

歳出

歳出

議会費

総務費

民生費

農林水産業費
商工費

土木費

消防費
教育費

公債費

衛生費

歳入
自主財源
30.9％

依存財源
69.1％

平成30年度の水俣市の一般会計決算は
148億 5,185万円

対前年度比で２億7,475万円の減、率にして1.8％の減少です

各種交付金など

市税

諸収入

繰入金

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金

次のページで、「水俣家
の家計簿」としてわかり
やすく説明しています。

その他

分担金及び負担金
使用料及び手数料

地方譲与税　利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

災害復旧費 歳入
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53,000円

19億599万円

81,000円

29億1,388万円

23,000円

８億1,222万円

25,000円 16,000円

5億9,821万円

43,000円

15億3,359万円

232,000円

83億4,710万円

40,000円

14億3,410万円

26,000円

9億4,532万円

19,000円

6億7,198万円

21,000円

413,000円

7億6,125万円

148億5,185万円
平成29年度は151億2660万円（１カ月420,000円）

420,000円
151億245万円

平成29年度は151億8,547万円（１カ月422,000円）

43,000円 4,985,000円

15億4,010万円

153,000円

54億9,997万円

58,000円

20億9,315万円

「土木費・災害復旧費」
26年度／137億8,230万円

29年度／148億5,891万円

27年度／142億5,490万円

水俣家のママ水俣家のパパ

（+2,000円）（増減なし）

（増減なし）

（－8,000円）

（+1,000円）

（－8,000円）（+13,000円）

（-9,000円）

（+2,000円） （－2,000円） （+2,000円）

（+1,000円）

（+4,000円）（-7,000円）

28年度／147億3,555万円

30年度／149億5,573万円1,092,000円

26年度／41億7,719万円

29年度／40億7,599万円
28年度／43億7,454万円
27年度／44億6,923万円

30年度／32億7,456万円

　ここ数年、緩やかに回復していた景気だったけど、給料（市
税）やパート収入（分担金・負担金）は増えなかったよ。
　実家の家計も厳しいようで、仕送り（地方交付税など）も減っ
てしまった。ローン借り入れ（市債）が増えてきているし、給料や
パート収入を増やして返済し、将来に備えて、預金引き出し（繰
入金）を少しでも抑えていかないといけないな。

　子ども部屋にエアコンを設置することになって、子どもの学費
（教育費）が増えたし、可燃ごみの量が増えたので、それを処理
するために保健・医療費（衛生費）の出費が増えたわ。
　家・車のローン返済（公債費）も増えてきているから、将来の
ことを考えると、もっと働いて収入を増やし、預金（繰入金）に
頼らない生活をしていかなくちゃいけないわね。

　
平
成
30
年
度
水
俣
市一般

会
計
決
算
を
、家
庭
の
１
カ

月
分
の
家
計
簿
に
例
え
て
表

し
ま
し
た
。

　
収
入・支
出
と
も
に
市
の

平
成
30
年
度
決
算
額
を
３

千
分
の
１
に
し
て
12
で
割
っ

た
金
額
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
に
、

前
年
と
比
べ
た
増
減
額
を
カ

ッ
コ
書
き
し
て
い
ま
す
。

問 

財
政
課
☎
61・１
６
０
８

【
右
表
の
用
語
解
説
】

○
標
準
財
政
規
模…

標
準
的
な
状
態
で
通
常

　
収
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う一般
財
源
の
額（
規
模
）。

○
財
政
力
指
数…

財
政
力（
体
力
）を
示
す
指

　
数
。高
い
ほ
ど
自
主
財
源
の
割
合
が
高
く

　
財
源
に
余
裕
が
あ
る
。

○
自
主
財
源
比
率…
歳
入
総
額
に
占
め
る
自

　
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
の
割
合
。

○
実
質
収
支
比
率…
実
質
収
支
額
の
適
否
を

　
判
断
す
る
指
標
。標
準
財
政
規
模
に
対
す

　
る
割
合
で
示
さ
れ
、普
通
３
％
か
ら
５
％
程

　
度
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。

○
経
常
収
支
比
率…

財
政
構
造
の
弾
力
性
を

　
判
断
す
る
指
標
。自
由
に
使
え
る
収
入
に
対

　
し
て
必
ず
必
要
な
経
費（
経
常
経
費
）が
ど
の

　
く
ら
い
か
を
見
る
比
率
。

○
公
債
費
負
担
比
率…

財
政
構
造
の
弾
力
性

　
を
判
断
す
る
指
標
。一般
財
源
の
う
ち
ど
の

　
く
ら
い
を
公
債
費（
借
金
返
済
）に
充
て
て

　
い
る
か
を
見
る
比
率
。

○
実
質
赤
字
比
率…

一般
会
計
な
ど
を
対
象
と

　
し
た
実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

　
る
比
率
。赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、財
政

　
運
営
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
。

○
連
結
実
質
赤
字
比
率…

公
営
企
業
会
計
を

　
含
む
全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字（
ま

　
た
は
資
金
不
足
額
）の
標
準
財
政
規
模
に

　
対
す
る
比
率
。全
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字

　
を
合
算
し
て
地
方
公
共
団
体
全
体
の
赤
字

　
の
程
度
を
指
標
化
し
、団
体
全
体
と
し
て
の

　
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
。

○
実
質
公
債
費
比
率…

公
債
費
や
公
営
企
業

　
債
に
対
す
る
繰
出
金
な
ど
の
公
債
費
に
準

　
ず
る
も
の
ま
で
含
め
た
実
質
的
な
公
債
費

　
相
当
額
に
充
当
さ
れ
た
も
の
の
標
準
財
政

　
規
模
に
対
す
る
比
率
。借
入
金（
地
方
債
）

　
の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大

　
き
さ
を
指
標
化
し
、資
金
繰
り
の
程
度
を

　
示
す
指
標
。

○
将
来
負
担
比
率…

公
社
や
出
資
法
人
も
含

　
め
、自
治
体
が
将
来
支
払
う
可
能
性
が
あ

　
る
負
債
の一般
会
計
に
対
す
る
比
率
。

○
資
金
不
足
比
率…

地
方
公
共
団
体
の
公
営

　
企
業
会
計
ご
と
の
資
金
の
不
足
額
の
事
業

　
の
規
模
に
対
す
る
比
率
。

財政状況に関する指標
標準財政規模
財政力指数
自主財源比率
実質収支比率
経常収支比率
公債費負担比率

平成30年
8,089,885千円

0.375
30.9％
1.3％

101.1％
14.2％

平成30年
ー
ー

11.3％
42.8％

ー
ー
ー

財政状況に関する指標
実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

水道事業会計
病院事業会計
公共下水道事業特別会計

資金
不足
比率※赤字や不足などがないものは、「ー」と表示しています

平成30年度一般会計決算

「商工費・農林水産業費」
8億9,745万円

平成29年度平成30年度

平成28年
8,049,677千円

0.357
29.2％
2.2％
96.7％
13.1％

平成29年
8,066,489千円

0.371
29.6％
0.2％
97.9％
14.4％

平成28年
ー
ー

13.4％
39.7％

ー
ー
ー

平成29年
ー
ー

12.4％
38.4％

ー
ー
ー

ローン残高

（実際の3,000分の１の金額）

「市債残高」

預金残高

（実際の3,000分の１の金額）

「基金残高」
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事運営 水俣市の「人事行政の運営などの状況」をお知らせします

１　職員の任免および職員数に関する状況 ３　職員給の状況（普通会計決算額）

２　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

４　職員の分限および懲戒処分の状況

５　職員の福祉および利益の保護の状況

問い合わせ　総務課職員係☎６１-１６０３

休暇の種類 付与要件 付与日数
年次有給休暇 職員の請求時 年20日を限度に付与
病気休暇 職員の負傷・疾病により療養を必要とする場合 必要と認められる期間（90日以内）

特
別
休
暇（
主
な
も
の
）

骨髄提供のための休暇 骨髄液提供のための検査・入院など 必要と認められる期間
結婚休暇 結婚式などの行事 連続する５日以内
産前休暇 ８週間（多胎妊娠14週間）以内に出産予定 出産日までの請求期間
産後休暇 女性職員が出産した場合 ８週間
育児時間休暇 生後満１歳に達しない子の育児 １日２回・それぞれ30分以内
妻の出産休暇 妻出産時の入院の付き添いなど ２日以内
男性の育児参加休暇 妻の産前６週間、産後８週間中の子の養育 ５日以内
忌引き休暇 親族が死亡した場合 親族に応じて１〜 10日
夏季休暇 ７月から９月における休暇 ５日
子の看護休暇 中学校就学前の子の看護 ５日（子が２人以上の場合は10日）以内

組合休暇 許可を得て職員団体の業務に従事 年30日以内（無給）
介護休暇 相当期間、配偶者などの介護を行う場合 連続する６月の期間内

②休暇制度の概要

区分 水俣市
決定初任給額

国
決定初任給額

一般
行政職

大卒 180,700円 180,700円

短卒 161,300円 161,300円

高卒 148,600円 148,600円

②職員の初任給の状況
　（平成31年４月１日現在）

区　分 概　要

共済制度 熊本県市町村職員共済組合の制度による

健康診断 人間ドック受診、定期健康診断（人間ドック受診者を
除く全職員）、ＶＤＴ検査、腹部超音波健診 など

互助会組織

名称 水俣市職員互助会
加入者 常勤の特別職、一般職員
主たる事業 冠婚葬祭時の給付、互助会員の福利厚生
主たる財源 職員の会費

①職員の福祉制度の状況

※「退職」は平成30年４月１日から平成31年３月31日まで、「採用」は平成
　30年４月２日から平成31年４月１日までの間を計上しています。

平成30年４月
１日現在の職員数

Ａ

平成30年度中の異動 平成31年４月
１日現在の職員数

Ａ−Ｂ＋Ｃ退職
Ｂ

採用
Ｃ

696 51 66 711

①職員数に関する状況 （人）

区　分
職員数

増減 主な増減理由
平成30年度 平成31年度

一般行政

議　会 5 5 0
総　務 81 78 ▲ 3 育児休業修了者の各部門配置
税　務 20 20 0
民　生 29 30 1
衛　生 30 29 ▲ 1
農林水産 17 17 0
商　工 12 13 1
土　木 25 26 1
小　計 219 218 ▲ 1

特別行政 教　育 35 35 0

公営企業
など

病　院 406 423 17 HCU増床に伴う増員
水　道 11 11 0
下水道 6 5 ▲ 1
その他 19 19 0
小　計 442 458 16

合　計 696 711 15

③部門別職員数の状況（各年度４月１日現在） （人）

区　分 試験区分 平成29年度 平成30年度 増　減

正
規
の
試
験

一般行政事務 大卒程度 7 2 ▲ 5

一般行政事務 高卒程度 1 1 0

一般行政技術 大卒程度 1 1 0

一般行政技術 高卒程度 0 1 1

看護師 免許資格職 10 22 12

臨床検査技師 免許資格職 0 1 1

理学・作業療法士 免許資格職 3 0 ▲ 3

診療放射線技師 免許資格職 1 2 1

言語聴覚士 免許資格職 1 0 ▲ 1

助産師 免許資格職 0 1 1

薬剤師 免許資格職 0 1 1

管理栄養士 免許資格職 0 2 2

育児休業代替任期付職員 1 0 ▲ 1

再任用職員 16 13 ▲ 3

その他 16 19 3

合　計 57 66 9

②職員採用の状況 （人）

※その他は、医療センター医師の選考採用、国・県からの割愛採用などです。

区　分 退職者数 備　考

定年退職 18

定年前早期退職 1

普通退職 24

任期満了 6 再任用職員

退職手当を支給されない者 2 割愛退職

合　計 51

④退職者の状況（平成30年度） （人）

※割愛退職とは、他の団体の公務員として採用されるために退職することです。

勤務時間
8:30 〜 17:15

休憩時間
12:00 〜 13:00

週休日
土曜日、日曜日
１日の勤務時間

７時間45分
週の勤務時間
38時間45分

①勤務時間、休憩、
　週休日の状況

※市役所本庁の状況です。

区　分 職員数
Ａ

給　与　費 １人あたり
給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

Ｂ

30年度 252人 905,845千円 116,136千円 379,744千円 1,401,725千円 5,562千円

①職員給与費の状況（普通会計決算額） ※職員手当には退職手当は含みません。

③職員の経験年数別・学歴別給料月額の状況
　（平成31年４月１日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般
行政職

大卒 252,300円 287,400円 339,200円

高卒 213,300円 252,300円 287,400円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している年数です。

処分の種類 降任 降給 休職 免職 合計処分の理由
勤務成績がよくない場合 0

心身の故障の場合 1 1

職に必要な適格性を欠く場合 0

職制、定数の改廃、予算の減少により廃職・過員を生じた場合 0

刑事事件に関し起訴された場合 0

計 0 0 1 0 1

①分限処分の状況（平成30年度中） （人）

※分限処分とは、職員が一定の事由によって職責を果たすことができない場合などに、
本人の意に反して不利益な処分をすることです。

処分の種類 戒告  減給 停職 免職 合計 訓告
など処分の理由

法令に違反した場合 1 1

職務上の義務に違反した場合 0

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行があった場合 0

上記処分に伴う管理職の管理監督責任による場合 0

計 0 1 0 0 1 0

②懲戒処分の状況（平成30年度中） （人）

※懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対して、その責任を追及して行う不利益処分の
　ことです。

種　類 発生件数

通勤災害 0

公務災害 3

②公務災害などの発生状況（平成30年度）

内　容 件数

職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求 0

職員の対する不利益な処分についての不服申し立て 0

③利益保護の状況

支給率など
水俣市 国

自己都合 定年 自己都合 定年

勤務20年 19.6695月分 24.586875月分 19.6695月分 24.586875月分

勤務25年 28.0395月分 33.27075月分 28.0395月分 33.27075月分

勤務35年 39.7575月分 47.709月分 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分 47.709月分 47.709月分

その他の
加算措置 国と同じ 定年前早期退職特別措置

（2% 〜 20%加算）

平均支給額 21,065千円

④退職手当の状況（平成31年４月１日現在）【全会計】

※平均支給額は、平成30年度に退職した一般行政職に支給された平均額です。

人



ＮＨＫのど自慢
水俣市市制施行70周年記念

ＮＨＫ熊本放送局と水俣市では、水俣市の市制施行
70 周年を記念して「ＮＨＫのど自慢」を実施します。
出場・観覧を希望する人は、左ページの要領で申し
込んでください。

令和２年２月９日㈰ 
開場 11:00、開演 11:45、終演予定 13:30

令和２年２月８日㈯
開会 11:40、結果発表予定 17:30頃

【予選会】

日
時

会
場
・
ア
ク
セ
ス

水俣市文化会館 （水俣市牧ノ内８−１）

○ＪＲ九州新幹線・肥薩おれんじ鉄道
　「新水俣駅」から車で約６分
○南九州西回り自動車道
　「水俣ＩＣ」から車で約６分
○みなくるバス（さくらバス）
　「市役所前」下車、徒歩８分
○産交バス
　「市役所前」または「日新町」下車、徒歩８分

主催：ＮＨＫ熊本放送局、水俣市

「郵便往復はがき（私製を除く）」に、次の項目
を記入して申し込んでください。
●往信用ウラ面
　①郵便番号、②住所、③名前（ふりがな）、 
　④年齢、⑤性別、⑥電話番号、⑦職業（具体
　的に。中学生・高校生・大学生は部活動な
　ども記入）、⑧歌う曲名とその歌手名、⑨選
　曲理由
●返信用オモテ面
　①郵便番号、②住所、③名前
■募集締切日　12月11日㈬（必着）
■あて先
　〒８６０−８６０２（住所不要）
　ＮＨＫ熊本放送局「ＮＨＫのど自慢」出場係

出
場
申
込
の
方
法

8 6 0 6 0 28

※
住
所
不
要

Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
放
送
局

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

出
場 

係

※
白
紙
の
ま
ま

選
出
結
果
を
印
刷
し
て

返
送
し
ま
す

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊
※郵便番号を記入

①郵便番号
②住所
③名前

①郵便番号
②住所
③名前（ふりがな）
④年齢　⑤性別
⑥電話番号
⑦職業（具体的に）
　中学生・高校生・大学
　生は部活動なども記入
⑧歌う曲名・歌手名
⑨選曲理由

往信用オモテ面 返信用ウラ面 返信用オモテ面 往信用ウラ面

入場無料。
「郵便往復はがき（私製を除く）」に、次の項目
を記入して申し込んでください。
●往信用ウラ面
　①郵便番号、②住所、③名前、④電話番号
●返信用オモテ面
　①郵便番号、②住所、③名前
■募集締切日　令和２年１月８日㈬（必着）
■あて先
　〒８６７−８５５５
　水俣市陣内１-１- 53
　水俣市役所企画課
　「ＮＨＫのど自慢」観覧係

観
覧
申
込
の
方
法

○応募多数の場合は 250 組程度を選出のうえ、ご案
　内を令和２年１月22日㈬頃に発送します。
○中学生以上で、原則としてアマチュアの方が対象です。
　（中学生は予選会・本選どちらも保護者の同伴が必要
　です。保護者の名前と電話番号も記入してください。）
○応募は１人（組）１通に限ります。
○グループでお申し込みの場合、出場者全員の名前（ふ
　りがな）、年齢、性別、職業を明記のうえ、代表者
　が申し込んでください。
○応募後の曲目、出場者の変更はできません。
○記入に不備があった場合は無効になります。ご注意
　ください。
○「返信用ウラ面」には選出結果を印刷します。白紙
　のままお送りください。紙・シールなどの貼り付け、
　修正液の使用もご遠慮ください。

○応募多数の場合は抽選のうえ、入場整理券（１枚で
　２人入場可）を令和２年１月22日㈬頃に発送します。
○１歳以上の子どもから人数に含みます。
○記入に不備があった場合は無効になります。
○「返信用ウラ面」には抽選結果を印刷します。白紙
　のままお送りください。紙・シールなどの貼り付け、
　修正液の使用もご遠慮ください。
○インターネットなどでの入場整理券の売買は固くお
　断りします。転売を目的としたお申し込みであると
　判明した場合は抽選対象外とします。また、売買が
　確認された場合は入場をお断りします。
○インターネット売買サイトやＳＮＳなどで、入場整
　理券の偽造や架空取引に伴うトラブルが発生してい
　ます。くれぐれもご注意ください。
○都合により、出演者の変更や公演を中止する場合が
　あります。中止の場合、他の公演への振替はありま
　せん。ご理解のほどよろしくお願いいたします。

8 6 7 5 5 58

水
俣
市
陣
内
１ｰ

１ｰ

53

水
俣
市
役
所
企
画
課

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

観
覧 

係

※
白
紙
の
ま
ま

抽
選
結
果
を
印
刷
し
て

返
送
し
ま
す

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊
※郵便番号を記入

①郵便番号
②住所
③名前

往信用オモテ面 返信用ウラ面 返信用オモテ面 往信用ウラ面

ＮＨＫでは
ありません

①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号

令和２年２月９日㈰ 
12:15 〜 13:00（生放送）

【 総合・ラジオ第１・国際 】

放
送
予
定

○予選を通過した 20 組程度のみなさん
＜ゲスト＞ 
　小金沢昇司
　丘みどり
＜司　会＞
　小田切千アナウンサー

出
演 問

い
合
わ
せ

■出場について
　ＮＨＫ熊本放送局☎ 096-326-8203
　平日 10:00 〜 17:00
■観覧について
　水俣市役所企画課☎ 0966-61-1607
　平日 8:30 〜 17:15

丘みどり 小金沢昇司

ご応募にあたりいただいた個人情報は、選出・抽選の結果のご連絡のほか、ＮＨＫでは受信料のお願いに使用さ
せていただくことがあります。

※10月１日から、郵便料金が変更になりました。郵便料金が不足しないようご注意ください。

※10月１日から、郵便料金が変更になりました。郵便料金が不足しないようご注意ください。

63 63

6363
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市からのお知らせ
★水俣市ホームページ
　https://www.city.minamata.lg.jp
　または左のＱＲコードを使ってアクセスできます

　
下
表
の
各
種
手
当
で
、
受
給
資
格
が

あ
る
人
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
は
、

毎
年「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
福
祉
課
か
ら
送
付
さ
れ

る「
現
況
届
」の
様
式
に
状
況
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
が
な
い
場
合
、
手
当
の
支
払

い
が
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
転
出
・
婚
姻
な
ど
に
よ
り
受
給
資
格

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
届
け
出

が
必
要
で
す
。

㉄ 

福
祉
課
子
ど
も
子
育
て
支
援
室
☎

61
・
１
６
６
０

　
熊
本
県
で
は
、
県
営
住
宅
月
浦
団
地

の
明
け
渡
し
が
あ
っ
た
場
合
の
補
充
入

居
待
機
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
募
集
案
内
書
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
募
集
案
内
書
の
配
布
日
時

11
月
18
日
㈪
～
12
月
10
日
㈫　
９
時
～

17
時
（
土
日
祝
除
く
）

■
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所

○
熊
本
県
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

○
市
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
室
（
市
役

　
所
仮
庁
舎
２
階
）

■
申
込
受
付
期
間

12
月
４
日
㈬
～
12
月
10
日
㈫
（
土
日
も

受
付
）

■
申
込
方
法

○
熊
本
県
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー（
熊

　
本
市
中
央
区
水
前
寺
）に
持
参（
受

　
付
９
時
～
16
時
）

○
募
集
案
内
書
に
添
付
の
封
筒
を
使
用

　
し
て
特
定
記
録
郵
便
で
郵
送（
12
月

　
10
日
消
印
有
効
）

㉄ 

熊
本
県
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
☎

０
９
６・２
１
３・２
７
１
１

　
万
能
調
味
料
と
し
て
人
気
の「
塩
こ

う
じ
」。
肉
や
魚
を
漬
け
こ
む
と
、
な

ぜ
お
い
し
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

塩

こ
う
じ
に
つ
い
て
学
び
、
選
び
方
や
使

い
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
講
座
で
は
、
講
義
と
調
理
実

習
を
行
い
ま
す
。
調
理
実
習
の
定
員
は

10
人
程
度
で
す
が
、
講
義
の
み
の
参
加
、

調
理
実
習
の
見
学
も
可
能
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
11
月
30
日
㈯　
10
時
～

■
場
所　
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

■
講
師　
中
嶋
名
菜
さ
ん（
熊
本
県
立

大
学
環
境
共
生
学
部
講
師
）

■
申
し
込
み
方
法　
窓
口
や
電
話
で
直

接
申
し
込
む
か
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㉄ 

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
☎
84
・

９
７
１
１
／
FAX‌

84
・
９
７
１
３
／
メ
ー

ル academ
ia@

city.m
inam

ata.
lg.jp

市役所からのお知らせ

市からの
お知らせ

◆税務課
　市民税係☎61-1610
　収納対策室☎61-1630
　固定資産税係☎61-1620
◆市民課
　戸籍住民係☎61-1611
　年金医療保険係☎61-1633
　市民生活係☎61-1656
◆環境課
　環境もやい推進室☎61-1612
　環境衛生係☎61-1613
　環境クリーンセンター☎62-4101
◆いきいき健康課
　健康推進係☎62-3028
　高齢介護支援室☎63-3051
◆福祉課
　生活支援室（総務）☎61-1640
　　　　　　（生活支援）☎61-1670
　子ども子育て支援室☎61-1660
　障がい福祉支援係☎61-1650
◆都市計画課建築住宅室☎61-1621
◆土木課道路公園管理室☎61-1625
◆水道局☎63-2604
◆下水道課☎61-1627
◆教育総務課☎61-1637
※その他の窓口は☎63-1111 へ
　お尋ねください。

（９月末日現在）

前月比 前年
同月比

人口 24,369人 -1 -400

男性 11,352人 +7 -187

女性 13,017人 -8 -213

世帯数 11,702世帯 +1 -82

人の動き

住
ま
い

令
和
元
年
度（
後
期
）

県
営
住
宅
補
充
入
居
待
機
者
募
集

子
育
て

各
種
手
当
の
手
続
き

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

 手当の種類 手当を受けられる人（随時受付） 所得制限

児童扶養手当
（ひとり親家庭などに支給）

※現況届８月

次のいずれかに該当する児童（18歳に達する日以降の
最初の３月31日までの児童、障がい児の場合は20歳
未満）を監護している母、監護し、かつ生計を同じくし
ている父、父母以外で児童を養育している人。
○父母が婚姻を解消した児童
○父または母が死亡した児童
○父または母が重度の障がいの状態にある児童
○父または母の生死が明らかでない児童
○父または母から引き続き１年以上遺棄されている
　児童
○父または母が申し立てにより、ＤＶでの保護命令
　を受けた児童
○父または母が法令により１年以上拘禁されている
　児童
○婚姻によらないで生まれた児童
※子どもが施設に入所している場合や、受給資格者が
事実上婚姻状態にある場合などは、支給されません。
※１・３・５・７・９・11月支給

受給者または扶養義
務者の前年の所得が
一 定 額 以 上 の 場 合
は、手当の一部また
は全部の支給が停止
されます。

ひとり親家庭等
医療費助成

※現況届８月

水俣市内に住所を有する、
○ひとり親家庭の父母およびその者に扶養されている
　児童　
○父母のいない児童
※助成対象者の医療費について、一部負担金の３分の
２に相当する額を助成します。

受給者または扶養義
務者の前年の所得が
一定額以上の場合は
助成されません。
※児童扶養手当に準じ
ます

児童手当

※現況届６月

国内に住所を有する中学校修了までの児童を養育して
いる人。（施設などに入所している児童は施設が受給）
○０歳〜３歳未満　　月額 15,000 円／人
○３歳〜小学校修了前
　　第１子・第２子　月額 10,000 円／人
　　第３子以降　　　月額 15,000 円／人
○中学生　　　　　　月額 10,000 円／人
※２・６・10月支給
※18歳到達後の最初の３月31日までの児童を対象と
して第１子、第２子、第３子と数えます。

受給者の前年の所得
が一定額以上の場合
は、一律月額 5,000
円に減額されます。

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
市
民
公

開
講
座
「
塩
麹こ
う
じの

ひ
み
つ
」
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県
、
市
で
は
、
農
業
者
な
ど
に
よ
る

耕
作
放
棄
地
の
解
消
の
た
め
の
取
り
組

み
に
対
し
て
、
再
生
作
業
（
草
刈
り
な

ど
の
作
業
）
の
経
費
の一
部
を
補
助
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
再
生
作
業
を
行
う
前
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
交
付
単
価（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
）

１
万
３
千
円
〜
３
万
円

※
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

㉄ 

農
林
水
産
課
☎
61
・
１
６
３
４

　
森
林
に
は
、
水
を
蓄
え
た
り
、
山
地

災
害
を
防
止
す
る
な
ど
、
安
全
で
快
適

な
暮
ら
し
を
守
る
重
要
な
働
き
が
あ
り
、

特
に
そ
の
働
き
の
発
揮
、
向
上
が
必
要

な
森
林
は「
保
安
林
」に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

保
安
林
内
で
、
立
木
を
伐
採
し
た

り
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る
行
為
な
ど

を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
熊
本
県
へ
の

許
可
申
請
ま
た
は
届
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
か
、

ど
の
よ
う
な
制
限
が
あ
る
か
、
ど
の
よ

う
な
手
続
き
が
必
要
か
な
ど
、
不
明
な

点
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
保
安
林
で
な
い
森
林
で
伐
採
を
行
う

場
合
は
、
市
町
村
役
場
へ
伐
採
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。

㉄ 

熊
本
県
県
南
広
域
本
部
農
林
水
産

部
林
務
課
☎
０
９
６
５
・
33
・
３
６
０
４

　
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
守
っ
て
い
る

森
林
の
無
秩
序
な
開
発
を
防
ぐ
た
め
、

「
林
地
開
発
許
可
」と
い
う
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

対
象
の
森
林
で
１
ヘ
ク
タ
ー
ル(=

１
万
㎡)

を
超
え
る
開
発
を
行
う
場
合

は
、
森
林
の
持
つ
①
災
害
を
防
ぐ
働
き
、

②
水
害
を
防
ぐ
働
き
、
③
水
を
か
ん
養

す
る
働
き
、
④
環
境
を
守
る
働
き 

が

損
な
わ
れ
な
い
開
発
計
画
を
た
て
、
事

前
に
熊
本
県
へ
許
可
申
請
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
森
林
区
域
や
制
度
に
つ

い
て
不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

㉄ 

熊
本
県
県
南
広
域
本
部
農
林
水
産

部
林
務
課
☎
０
９
６
５
・
33
・
３
６
０
４

　
消
防
庁
が
、
全
国一斉
情
報
伝
達
訓

練
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」

で
受
信
し
た
情
報
を
、
防
災
行
政
無
線

で
自
動
的
に
放
送
で
き
る
か
確
認
を
行

う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
市
内
全
域
を
対
象

に
地
震
の
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
放
送

が
流
れ
ま
す
。
机
の
下
に
隠
れ
る
な
ど
、

実
際
の
地
震
に
備
え
る
行
動
を
と
っ
て

　

く
だ
さ
い
。

■
訓
練
日
時　
11
月
５
日
㈫　
10
時
頃

■
放
送
内
容

「
こ
ち
ら
は
、
水
俣
市
役
所
で
す
。
た

だ
今
か
ら
、
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。」

「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。
大

地
震
で
す
。
こ
れ
は
、訓
練
放
送
で
す
。」

（
３
回
）

「
こ
ち
ら
は
、
水
俣
市
役
所
で
す
。
こ

れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。」

㉄ 

危
機
管
理
防
災
課
☎
61
・
１
６
０
４

　
市
消
防
団
で
は
、
火
災
発
生
時
の
対

応
に
つ
い
て
、
消
火
活
動
な
ど
を
含
む

火
災
防
御
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
、
越
小
場
集
会
所
近
隣
で
は
早

朝
か
ら
消
防
車
両
な
ど
が
多
数
通
行
し

ま
す
。
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
３
日
㈰　
６
時
〜

■
場
所　
越
小
場
集
会
所
（
旧
越
小
場

分
校
）

㉄ 

危
機
管
理
防
災
課
☎
61
・
１
６
０
４

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
返
礼
品

（
水
俣
の
特
産
品
）
の
登
録
や
制
度
に

つ
い
て
、
事
業
者
向
け
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
14
日
㈭　
18
時
〜

■
場
所　
市
役
所
仮
庁
舎
２
階
会
議
室

㉄ 

企
画
課
☎
61
・
１
６
０
７

　

広
報
み
な
ま
た
10
月
号
と一
緒
に
配

布
し
た「
水
俣
市
健
康
ま
つ
り
・
水
俣

市
認
知
症
地
域
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の

チ
ラ
シ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
誤
り
の
箇
所

①
表
面「
３
階
フ
ロ
ア 

健
康
の
広
場
」内

　
（
誤
）
ク
ラ
ウ
ド
健
診

　
（
正
）
ク
ラ
ウ
ド
健
進

②
裏
面「
１
階
中
庭
」内

　
（
誤
）
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
ー
シ
ー

　
（
正
）
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

③
裏
面「
協
力
団
体
」の
記
載
漏
れ

　
（
追
記
）
介
護
相
談
員 

あ
ざ
れ
あ

㉄ 

い
き
い
き
健
康
課
☎
62
・
３
０
２
８

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
体
育
施
設
の

維
持
管
理
を
担
う
指
定
管
理
者
を
新
た

に
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
施
設　
水
俣
市
体
育
施
設（
総

合
体
育
館
本
館
ほ
か
７
施
設
）

■
指
定
期
間　
令
和
２
年
４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日（
３
年
）

■
応
募
方
法　
募
集
要
項
に
記
載
の
書

類
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
提
出

■
募
集
要
項　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
配

布
。
水
俣
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

■
応
募
締
切
日
時　
11
月
22
日
㈮　
17

時（
厳
守
）

㉄ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
63
・
９
３
１
１

（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

林
業

保
安
林
の
伐
採
・
開
発
な
ど
に
は

許
可
や
届
出
が
必
要
で
す

森
林
を
開
発
す
る
場
合
は

許
可
が
必
要
で
す

防
災

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

取
扱
事
業
者
説
明
会

全
国
一
斉
緊
急
地
震
速
報
訓
練

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
訓
練
）

令
和
元
年
度

水
俣
市
火
災
防
御
訓
練

農
業

耕
作
放
棄
地
解
消
の
取
り
組
み

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

お
詫
び
と
訂
正

健
康
ま
つ
り
チ
ラ
シ
に

誤
り
・
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た

指
定
管
理
者
募
集

市
体
育
施
設
指
定
管
理
者
募
集

水俣市市制施行70周年記念

出張！なんでも鑑定団 in 水俣 駐車場のご案内

■日時　11月24日㈰　開場12時、開演13時
■開場　水俣市文化会館
■アクセス
○車
国道３号「水俣市役所」交差点を県道56号へ
１つ目の信号を右折すると駐車場があります。
○タクシー
ＪR九州新幹線「新水俣駅」下車、タクシーで約６分
肥薩おれんじ鉄道「水俣駅」下車、タクシーで約７分
○みなくるバス
青バス「水俣駅前」乗車、「文化会館前」下車
さくらバス「新水俣駅」乗車、「市役所前」下車、徒歩８分
○産交バス

「新水俣駅」乗車、「市役所前」か「日新町」下車、徒歩８分
○南国交通鹿児島空港連絡バス
水俣行き「水俣車庫」下車、徒歩10分

■問い合わせ　企画課☎ 61-1607

お宝の鑑定依頼・観覧希望にたくさんのご応募をいただき、ありがと
うございました。会場周辺に駐車場を設けます。依頼人・観覧当選者
はご利用ください。ただし、駐車できる台数には限りがありますので、
公共交通機関の利用や乗り合わせでの来場にご協力ください。
観覧者は当日、当選はがきを持参してください。
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◆
不
法
投
棄
に
は
罰
則
も

　

廃
棄
物（
ご
み
）は
、
大
き
く
次
の

２
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

○一般
廃
棄
物

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
伴
っ
て
排
出

　
さ
れ
る
ご
み

○
産
業
廃
棄
物

　
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
る
燃
え
殻

　
や
汚
泥
な
ど
、
法
な
ど
で
指
定
さ
れ

　
た
内
容
に
基
づ
く
ご
み

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
て
、
不
法
投
棄
を
し
た
人

は
、
投
棄
し
た
ご
み
の
撤
去
を
求
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、「
５
年
以
下
の
懲
役
」

「
１
千
万
円
以
下（
法
人
は
３
億
円
以

下
）の
罰
金
」の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は

両
方
が
科
さ
れ
ま
す
。

◆
市
の
不
法
投
棄
対
策

　
市
で
は
、
定
期
的
に
不
法
投
棄
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
、
多
発
地
点
に

啓
発
看
板
と
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
や
水
俣
警
察
署
、

水
俣
・
津
奈
木
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
て
不
法
投
棄
撲
滅
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

㉄ 

環
境
課
☎
61
・
１
６
１
３

　
毎
年
１
回
実
施
し
て
い
る
、
温
水
プ

ー
ル
の
水
の
入
れ
替
え
、
全
装
置
清
掃

点
検
の
た
め
、
次
の
期
間
で
休
業
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
業
期
間　
11
月
26
日
㈫
〜
28
日
㈭

㉄ 

市
立
総
合
体
育
館
☎
63
・
３
３
３
９

水俣市市制施行70周年記念水俣パートナーシップウイーク

小島慶子さん 講演会
㉄ 企画課 ☎ 61-1606

© 稲垣純也

　男女共同参画社会形成への理解を図り、「男女（み
んな）でいきいき・共に輝くまち」を進めるために、タ
レント、エッセイスト、ラジオパーソナリティとしてマル
チに活躍する小島慶子さんの講演会を開催します。
　参加は無料ですが、入場整理券が必要です。
※駐車場に限りがあります。公共交通機関の利用や
　乗り合わせでの来場にご協力ください。
※この事業は、令和元年度法務省人権啓発活動地
　方委託事業により市が開催するものです。

●日時　12月15日㈰
　　　　開場13:00、開演13:30〜15:00
●場所　市公民館本館２階ホール
●テーマ　これからの男女の働き方、生き方
●整理券取扱所（先着300人）
　市役所仮庁舎１階総合案内、市役所仮庁舎２階企
　画課、市ふれあいセンター、水俣市公民館本館

　
令
和
元
年
台
風
19
号
に
伴
う
災
害
に

よ
り
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
で

被
災
さ
れ
た
人
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
、

義
援
金
を
受
け
付
け
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
義
援
金

■
受
付
口
座　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行・郵
便
局

（
郵
便
振
替
）

○
口
座
記
号
番
号

　
０
０
１
９
０
―
８
―
５
１
５
０
０
５

○
口
座
加
入
者
名

　
日
赤
令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
義

　
援
金

■
受
付
期
間　
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

ま
で

※
窓
口
で
の
取
り
扱
い
は
送
金
手
数
料

無
料

※
受
領
証
を
希
望
す
る
場
合
は
、
通
信

欄
に
「
受
領
証
希
望
」
と
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

※
市
福
祉
課
12
番
窓
口（
市
役
所
仮
庁

舎
１
階
）で
も
受
け
付
け
ま
す
。
総
合

案
内
窓
口
に
は
募
金
箱
も
設
置
し
て
い

ま
す
。

㉄ 

日
赤
熊
本
県
支
部
☎
０
９
６・３
８ 

４・
２
１
２
０
／
FAX
０
９
６・
３
８
３
・ 

９
４
８
６

　
２
０
２
０
年
版
水
俣
市
民
手
帳
を
11

月
１
日
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
に
合
わ
せ
て
内
容
も一
新
し
ま

し
た
。 
こ
れ
ま
で
の
県
や
市
の
情
報
に

加
え
、
県
内
の
観
光
地
や
旬
の
農
産
物

な
ど
、
情
報
満
載
！ 
縦
に
20‌

mm
大
き

く
な
り
、
た
っ
ぷ
り
書
き
込
め
ま
す
。

　
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

■
内
容　
月
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
横
罫

版
）、
熊
本
の
行
祭
表
、
観
光
地
紹
介
、

農
産
物
の
食
べ
ご
ろ
紹
介
、
防
災
情
報
、

市
町
村
別
人
口
・
面
積
な
ど
熊
本
県
の

デ
ー
タ
、
県
の
機
関
・
相
談
窓
口
・
議

員
名
簿
、
年
号
・
西
暦
・
年
齢
早
見
表

な
ど

■
サ
イ
ズ　
縦
１
７
０
mm
×
横
94‌

mm

■
価
格　
１
冊
５
５
０
円（
税
込
み
）

■
販
売
窓
口

○
ブ
ッ
ク
シ
テ
ィ一心
堂

○
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
水
俣
店

○
市
役
所
仮
庁
舎
２
階
企
画
課
窓
口

㉄ 

企
画
課
☎
61
・
１
６
０
６

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
・
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
控
除

対
象
は
、
平
成
31
年
１
月
か
ら
令
和
元

年
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
全
額

で
す
。
過
去
の
年
度
分
の
保
険
料
や
追

納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
家
族
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
場
合
、

そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
は
こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領

収
証
書
）の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
送
付
時
期

○
今
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

　
の
間
に
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は

　
11
月
上
旬
に
送
付
。

○
今
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

　
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
保
険
料
を
納

　
付
し
た
人
に
は
令
和
２
年
２
月
上
旬

　
に
送
付
。

㉄ 

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５ 

７
０・０
０
３・０
０
４（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

㉄ 

税
務
課
☎
61
・
１
６
３
０

ご
み

不
法
投
棄
は「
犯
罪
」で
す
！

令
和
元
年
台
風
第
19
号

災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
ま
す

市
民
手
帳

来
年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
に

新
し
い
市
民
手
帳
は
い
か
が
？

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

被
災
地
支
援

税

納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

税　目 期別 納期限 口座
振替日

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料

第
５
期

12
月
２
日
㈪

11
月
27
日
㈬

ス
ポ
ー
ツ

市
立
総
合
体
育
館
温
水
プ
ー
ル

清
掃
・
点
検
の
た
め
休
業
し
ま
す
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市からのお知らせ
★水俣市ホームページ
　https://www.city.minamata.lg.jp
　または左のＱＲコードを使ってアクセスできます

　
日
本
古
来
の
武
道
を
気
軽
に
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

種
目
に
よ
り
日
時
が
異
な
り
ま
す
。

左
表
を
確
認
の
う
え
、
必
ず
事
前
に
市

立
武
道
館
ま
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
期
日　
11
月
25
日
㈪
〜
30
日
㈯

■
場
所　
市
立
武
道
館

■
持
参
品　
運
動
が
で
き
る
服
装
、
タ

オ
ル 

な
ど

㉄ 

市
立
武
道
館
☎
62
・
１
７
１
７（
開

館
12
時
〜
21
時
30
分
、
日
曜
休
館
）

　
た
か
が
玉
入
れ
！ 

さ
れ
ど
玉
入
れ
！

第
６
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
と

し
て
、
玉
入
れ（
ア
ジ
ャ
タ
）大
会
を
開

き
ま
す
。

 

今
回
は
、
一
般
の
部
の
高
さ
を
下
げ
、

女
子
の
部
と
同
じ
３ｍ
50㎝
と
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
１
日
㈰

○
代
表
者
会
議　
８
時
45
分
〜

○
開
会
式　
９
時
〜

○
終
了（
予
定
）　
12
時

■
場
所　
市
立
総
合
体
育
館
大
ア
リ
ー
ナ

■
申
込
締
切
日　
11
月
21
日
㈭

■
参
加
料　
５
０
０
円

■
申
込
方
法　
所
定
の
申
込
書
に
参
加

料
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格　
水
俣
市
に
在
住
ま
た
は

在
勤
し
て
い
る
人

■
部
門
・
定
員
な
ど

○一般
の
部　
先
着
12
チ
ー
ム

○
女
子
の
部　
先
着
12
チ
ー
ム

○
小
学
生
の
部　
先
着
12
チ
ー
ム

○
幼
児
の
部　
先
着
６
チ
ー
ム

※
選
手
数
は
１
チ
ー
ム
４
～
６
人（
登

録
は
６
人
ま
で
）

■
そ
の
他

○一般
の
部
の
年
齢
は
フ
リ
ー
で
す
。
中

　
学
・
高
校
生
の
み
、
子
ど
も
と
大
人

　
の
混
合
な
ど
も
可
。

○
各
チ
ー
ム
の
代
表
者
は
成
人
に
限
り

　
ま
す
。

○
各
部
門
上
位
３
チ
ー
ム
な
ど
に
副
賞

　
を
用
意
し
ま
す
。

㉄ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
63
・
９
３
１
１

　
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て
、
水

俣
の
歴
史
を
振
り
返
る
講
座（
全
４
回
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
回
と
な
る
今
回
は「
中
世
・
近

世
編
」で
す
。
戦
国
時
代
か
ら
天
下
泰

平
へ
の
時
代
の
流
れ
を
、
水
俣
を
視
点

に
据
え
て
展
望
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
12
月
７
日
㈯　
13
時
30
分
〜

15
時
10
分

■
場
所　
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ミ

ナ
ー
室
３

■
講
師　
稲
葉
継つ
ぐ
は
る陽
さ
ん（
熊
本
大
学

永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）

■
演
題　
『
戦
国
時
代
の
境
目
・
水
俣 

─「
天
下
泰
平
」と
水
俣
─
』

■
申
込
方
法　
生
涯
学
習
課
窓
口
で
直

接
申
し
込
む
か
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㉄ 

生
涯
学
習
課
☎
61
・
１
６
３
９
／

FAX‌

63・９
５
０
２
／
メ
ー
ル　

syogai@
city.m

inam
ata.lg.jp

　
２
０
０
９
年
に
開
始
さ
れ
た
国
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制

度（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
の
余
剰
電
力
の
買
取
期
間
を
10
年
間

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
限
を
迎
え
る
発
電
設
備
が
、

２
０
１
９
年
11
月
以
降
に
順
次
発
生
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
家
庭
で
は
、
期
間
満

了
後
の
売
電
や
電
気
の
使
い
道
を
、
改

め
て
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
て
い

る
人
は
、
こ
の
機
会
に
現
在
の
売
電
契

約
の
期
限
を
確
認
し
、
期
間
満
了
後
の

こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
国
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.enecho.m

eti.
go.jp/category/saving_and_
new

/saiene/solar-2019after/

㉄ 

熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
課
☎
０
９
６・３
３
３・２
３ 

２
０

▲消防点検でのドリル演奏。
音も動きもピタリと合った演奏
を披露できるよう、２カ月前か
ら練習に取り組みます。

W
e are Fire Brigade

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

消
防
団

Vol.９

 

─
最
終
回
─

音
楽
隊
編

★「
消
防
団
音
楽
隊
」っ
て
ど
ん
な
も
の
？

　

消
防
団
各
部
か
ら
集
ま
っ
た
隊
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
隊
長
１
名
、
副
隊
長
２
名
、
班
長
３

名
、
隊
員
20
名（
う
ち
女
性
１
名
）
の

総
勢
26
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

★
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　

毎
年
４
月
に
行
わ
れ
る
消
防
点
検
で

は
、
市
中
パ
レ
ー
ド
や
式
典
演
奏
、
幼

年
消
防
隊
の
入
場
演
奏
の
ほ
か
、
２
カ

月
間
の
練
習
を
経
て
ド
リ
ル
演
奏
を
披

露
し
ま
す
。

　
７
月
の
恋
龍
祭
で
は
、
市
民
パ
レ
ー

ド
の
先
頭
で
演
奏
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

★
ど
ん
な
楽
器
を
演
奏
す
る
の
？

　

主
旋
律
を
担
当
す
る
の
が「
信
号
ラ

ッ
パ
」。
陸
上
自
衛
隊
や
海
上
自
衛
隊

な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
低

い
音
か
ら
順
に
ド
・
ド
・
ソ
・
ド
・
ミ
の

５
音
を
発
音
で
き
、
唇
の
開
き
方
や
吹

き
込
み
方
で
音
階
を
変
え
ま
す
。

　
打
楽
器
は
、
バ
ス・ス
ネ
ア・テ
ナ
ー・

シ
ン
バ
ル
の
４
つ
を
使
い
ま
す
。
ど
れ

も
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
て
、
一つ
も

欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

★
嶋
田
隊
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
年
か
ら
隊
長
に
な
り
ま
し
た
。
人

員
確
保
と
い
う
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

部
を
越
え
た
仲
間
が
で
き
る
こ
と
、
一つ

の
作
品
を
み
ん
な
で
完
成
さ
せ
る
こ
と

は
、
音
楽
隊
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
さ

だ
と
思
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
人
の
入
隊
を
待
っ
て
い

ま
す
！

▼恋龍祭の市民パレード。
隊列の先頭をきって、パレード
がやってきたことを報せる花形
の役割を担っています。

ス
ポ
ー
ツ

武道名 対象 実施曜日 時間

空手道
（空心会） ５歳以上 火・木・金 19:00 〜 21:00

空手道
（空専塾） ５歳以上 月・木 19:30 〜 21:30

空手道
（極真会館） ５歳以上 火・土 19:30 〜 21:30

空手道
（正空塾） 高校生以上 月・木 19:30 〜 21:30

空手道
（倉本道場） 小学生以上 土 19:30 〜 21:30

剣道 小・中学生 月・水・金 17:00 〜 19:00

柔道
（道志館） ５歳以上 月・水・金 18:00 〜 19:30

柔術 中学生以上
月 19:30 〜 21:30

土 17:00 〜 19:00

弓道 社会人 月・金 18:30 〜 21:00

居合道 高校生以上 月・木 19:00 〜 20:30

合気道 小学生以上 月・水・金 19:30 〜 20:30

杖道 小学５年生以上 水 19:00 〜 21:00

健康太極拳 社会人 火 19:30 〜 21:00

日
本
古
来
の
武
道
に
ふ
れ
よ
う

武
道
館
「
武
道
無
料
体
験
会
」

第
６
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

「
玉
入
れ（
ア
ジ
ャ
タ
）」

水
俣
の
歴
史
講
座 

第
２
回

「
中
世
・
近
世
編
」

文
化
・
歴
史

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の
売
電

10
年
の
買
取
期
間
、そ
の
後
は
？
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が
、
派
手
な
服
を
着
た
り
高
価
な
帽
子

を
か
ぶ
っ
た
り
し
て
、
一
番
格
好
い
い

人
に
は
賞
品
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
メ
ル
ボ
ル
ン
・
カ
ッ
プ
で
優
勝
し
た

最
も
有
名
な
馬
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
産
ま
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

訓
練
さ
れ
た「
フ
ァ
ー
ラ
ッ
プ
」で
す
。

１
９
２
９
年
の
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
４
年
間

の
51
レ
ー
ス
で
37
勝
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
歴
史
的
競
走
馬
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
に
遠
征
す
る
こ
と

に
な
っ
た
フ
ァ
ー
ラ
ッ
プ
で
す
が
、
そ

の
最
中
に
急
死
し
、
帰
国
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
フ
ァ
ー
ラ
ッ
プ
は
と
て
も
大
き
な
心

臓
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
も
有
名
で

す
。
一
般
的
な
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
１
・

５
倍
も
の
大
き
さ
の
心
臓
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
国
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
今
で

も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
解
説
者
が
し
ば
し
ば

「
フ
ァ
ー
ラ
ッ
プ
の
よ
う
に
大
き
な
心

臓
が
あ
る
！
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
選

手
の
勇
気
を
讃
え
ま
す
。

　
フ
ァ
ー
ラ
ッ
プ
の
生
ま
れ
た
国
で
あ

る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
、
メ
ル
ボ

ル
ン
・
カ
ッ
プ
は
大
変
な
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、メ
ル
ボ
ル
ン・

カ
ッ
プ
の
こ
と
を「
２
つ
の
国
を
止
め

る
レ
ー
ス
」と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
言
う
人

も
い
ま
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、「
メ
ル
ボ

ル
ン
・
カ
ッ
プ
」と
い
う
競
馬
の
レ
ー

ス
が
11
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
中
の

ほ
と
ん
ど
の
人
が
手
を
止
め
て
レ
ー
ス

に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、「
国

を
止
め
る
レ
ー
ス
」と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
学
校
や
職
場
で
は
、
特
別
に
設
置

さ
れ
た
テ
レ
ビ
の
前
に
集
ま
っ
て
、
大

声
で
応
援
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
賭
け
ご
と
を
し
な
い
人
で
も
、
メ
ル

ボ
ル
ン
・
カ
ッ
プ
だ
け
は
特
別
に
賭
け

る
と
い
う
人
も
多
く
い
ま
す
。「
Ｔ
Ａ

Ｂ
」と
呼
ば
れ
る
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
で

賭
け
に
参
加
す
る
ほ
か
、
職
場
な
ど
で

楽
し
む
「
ス
イ
ー
プ
」と
い
う
く
じ
も

大
人
気
。
出
走
馬
の
名
前
が
書
か
れ
た

く
じ
を
引
き
、
勝
ち
馬
を
引
い
た
人
に

賞
品
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
メ
ル
ボ
ル
ン
・
カ
ッ
プ
の
も
う
１
つ

の
楽
し
み
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
競

馬
場
に
集
ま
る
10
万
人
あ
ま
り
の
観
客

お隣さんのイベント情報♪

■日時　11月17日㈰
　　　　受付 8:00 〜、開会式 9:30 〜
■場所　芦北海浜総合公園ファミリーコース
■参加資格　身長120cm 以上
■参加料　千円／人（保険料含む）
■申込締切日　11月13日㈬
■申込・問い合わせ
　芦北海浜総合公園☎82-5588
※申し込んだ人には 11月２日㈯～16日㈯の
　期間に限り、１日乗り放題チケットを千円
　で提供します。

水俣インターチェンジが供用開始され、これまで以上にグッと近くなったお隣さんの、芦北町・津奈木町。
このコーナーでは、それぞれの町のミミヨリな情報をお知らせします。

　年に一度の産業文化祭「つなぎふれあい祭り」
を開催します。芸術の秋・スポーツの秋・食欲
の秋、秋の代名詞をすべて盛り込んだイベント
です。地元の味が楽しめるバザーコーナーや魚
のつかみどり大会、餅投げ大会、ステージイベ
ントなどがあり、大勢の人でにぎわいます。
１０日㈰には野外彫刻を見ながら走る「つなぎ
ブロンズマラソン大会」も同時開催します。
■日時　11月９日㈯～11月10日㈰
■場所　津奈木町総合グラウンド
■問い合わせ　津奈木町政策企画課☎ 78-3114

芦 北 町 津 奈 木 町

Go！ 豪
ゴ ー

！
グレッグ

水俣市の CIR・グレ
ッグが、出身国・オ
ーストラリアの魅力
や文化を、さまざま
な視点で紹介します。

Vol.27

みんな遊びにおいでよ♪

第20回 芦北町ローラーリュージュ大会 第29回 つなぎふれあい祭り2019

♥
結
核
患
者
の
多
く
は
高
齢
者

　
結
核
は
、
結
核
菌
が
体
内
に
入
る
こ

と
で
起
こ
る
病
気
で
す
。
咳
や
た
ん
、

発
熱
な
ど
、
風
邪
の
よ
う
な
症
状
が
表

れ
ま
す
。
国
内
で
年
間
約
１
万
７
千
人

が
発
症
し
、
約
２
千
人
が
命
を
落
と
し

て
い
る
日
本
の
主
要
な
感
染
症
で
す
。

　
近
年
で
は
、
結
核
患
者
の
多
く
を
高

齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。

♥
進
行
す
る
と
周
囲
に
感
染
を
拡
大
さ

せ
て
し
ま
う

　
結
核
を
発
症
し
て
も
、
初
期
段
階
で

は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
表
れ
ず
、
気
づ
か

な
い
う
ち
に
進
行
し
て
し
ま
う
こ
と
が

■問い合わせ　いきいき健康課☎ 62-3028

みなまた  　　づくり応援団

続
く
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
年
に
１
回
は
、

結
核
の
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
肺
が
ん
・
結
核
巡
回
検
診

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
個
人
負
担

金
を
持
参
し
て
、
近
く
の
会
場
へ
。

　
巡
回
健
診
日
程
は
左
表
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　
40
歳
以
上

■
個
人
負
担
金（
税
込
）

○
一
般
世
帯　
６
０
０
円

○
非
課
税
世
帯
・
後
期
高
齢
者

　
４
０
０
円

○
生
活
保
護
受
給
者　
無
料

あ
り
ま
す
。
進
行
す
る
と
、
咳
や
く
し

ゃ
み
な
ど
に
よ
っ
て
空
気
中
に
結
核
菌

が
飛
び
散
り
、
そ
れ
を
吸
い
込
ん
だ
人

に
感
染
が
拡
が
り
ま
す（
空
気
感
染
）。

　
結
核
と
診
断
さ
れ
て
も
、
６
～
９
カ

月
の
間
、
医
師
の
指
示
を
守
っ
て
服
薬

す
れ
ば
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

♥
年
に
１
回
は
結
核
の
健
康
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
！

　
結
核
と
診
断
さ
れ
て
も
、
早
期
に
発

見
で
き
れ
ば
、
本
人
の
重
症
化
を
防
ぐ

だ
け
で
な
く
、
周
囲
へ
の
感
染
の
拡
大

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
咳
や
た
ん
、
微
熱
や
体
の
だ
る
さ
が

Vol.６

水俣市は、平成３１年３月に「水俣市健康づくり条例」を制定しました。市民の皆様の健康づくりを応援す
るため、市の取り組みや市内の企業や法人等で健康づくりに取り組んでいる団体を紹介していきます！
６回目の今回は、水俣市いきいき健康課（保健センター）から、「結核の早期発見・早期治療」について紹
介します。

水俣市いきいき健康課（保健センター）

みんないきいき健康に

健 康
「くまもとスマートラ
イフプロジェクト」の
ロゴマーク

日 受付時間 検診会場

11
月
６
日
㈬

9:30 〜 9:45 肥薩おれんじ鉄道袋駅前

10:00 〜 10:15 陣原団地集会所前

10:30 〜 10:45 21区公民館前空き地

11:00 〜 11:15 駅前広場ふれあい館

11:30 〜 11:50 ロッキー古賀町店前駐車場

14:00 〜 14:15 頭石コミュニティーセンター前

14:30 〜 14:45 湯の鶴温泉保健センター

15:05 〜 15:20 内山・小村様宅前

15:35 〜 15:50 （旧）侍公民館前

７
日
㈭

9:30 〜 9:45 集バス停付近

10:15 〜 10:30 仁王木バス停付近

11:00 〜 11:15 大川林業倉庫前

11:35 〜 12:00 久木野愛林館

13:30 〜 13:45 住吉神社前

14:15 〜 14:30 （旧）石飛分校前

15:00 〜 15:15 （旧）深川小学校前

15:35 〜 16:00 水光社陣内分店駐車場

16:15 〜 16:30 市立総合体育館

８
日
㈮

9:30 〜 9:45 セブンイレブン新水俣駅前店

10:00 〜 10:20 浜町商店街駐車場

10:35 〜 10:50 市立武道館駐車場

11:15 〜 11:30 湯ノ児公民館前

13:00 〜 13:20 水光社旧丸島分店裏
物流センター

13:30 〜 13:45 梅戸港バス停付近

14:00 〜 14:30 保健センター（もやい館）
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Information

★
木
の
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー

　

子
ど
も
と一
緒
に
、
地
域
産
木
材
で

作
っ
た
木
の
お
も
ち
ゃ
や
遊
具
に
ふ
れ
あ

い
、
木
の
魅
力
を
知
り
、
木
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
入
場
は
無
料
で
、
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

★
木
工
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
親
と
子
を
対
象
と
し
た
木
工
教
室
も

同
時
に
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
木
を
使
っ
て
、

こ
ま
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

★
軽
食
コ
ー
ナ
ー

　
昼
食
時
に
は
、
地
元
の
パ
ン
屋
さ
ん

や
飲
食
店
が
出
店
し
て
、
パ
ン
、
お
に

ぎ
り
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

※
当
日
は
、
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
島
巡
り
駐
車
場（
陣

内
の
水
俣
川
堤
防
下
）を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
23
日
㈯　
９
時
～
15
時

（
小
雨
決
行
）

■
場
所　
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

㉄ 

市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
63
・
８
４
１ 

１
　
竹
林
園
の
竹
を
使
っ
て
、
バ
ー
ム
ク

ー
ヘ
ン
作
り
を
体
験
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
24
日
㈰　
９
時
～
12
時

（
受
付
８
時
30
分
～
）

■
場
所　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
ふ
る
さ
と

広
場

■
定
員　
先
着
20
人

　
矢
城
山（
標
高
５
８
６ｍ
）に
、
み
ん

な
で
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
12
月
８
日
㈰　
８
時
集
合

■
集
合
場
所　
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

駐
車
場（
津
奈
木
町
）

■
対
象　
小
学
３
年
生
以
上

※
未
成
年
者
は
保
護
者
の
同
意
許
可
が

必
要
で
す
。

■
参
加
料　
５
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

■
申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
は
が
き・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　
〒
８
６
７
ー
０
０
１
１
、陣

内
２
丁
目
15
番
10
号（
柿
本
方
）、
水
俣

市
野
外
活
動
協
会
／
FAX‌

63
・
６
９
０
４

㉄ 

水
俣
市
野
外
活
動
協
会
事
務
局
・

田
畑
☎
０
９
０・８
３
９
７・３
２
１
５

　

歴
史
の
道
・
薩
摩
街
道
を
歩
い
て
、

体
と
心
の
健
康
づ
く
り
。
家
族
や
友
達

と
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お

昼
に
は
、
お
れ
ん
じ
館
で
豚
汁
の
ふ
る

ま
い
も
あ
り
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
11
月
24
日
㈰　
８
時
30
分
集

合
、
９
時
出
発
（
８
時
受
付
開
始
）

■
集
合
場
所　
20
区
公
民
館

■
コ
ー
ス

○
往
路（
５・８
km
）

　
20
区
公
民
館 

─ 

権
現
さ
ん 

─ 

陣

　
の
坂 

─ 

公
徳
の
碑
・
鬼
の
歯
型
石 

　
─ 

は
ぜ
の
木
館（
休
憩
） 

─ 

お
上
り

　
石 

─ 

坂
口
橋 

─ 

薩
摩
街
道
記
念

　
碑 

─ 

千
人
塚
・
仏
石 

─ 

お
れ
ん

　
じ
館

○
復
路（
３・８
km
）

　
お
れ
ん
じ
館 

─ 

坂
口 

─ 

は
ぜ
の

　
木
館 

─ 

多
々
良
町 

─ 

20
区
公
民
館

■
持
参
品　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
昼
食

■
申
込
締
切
日　
11
月
20
日
㈬　
12
時

㉄ 

20
区
公
民
館
☎
63
・
７
３
１
８

■
申
込
締
切
日　
11
月
23
日
㈯
・
㈷

■
持
参
品　
エ
プ
ロ
ン
、
軍
手
、タ
オ
ル
、

飲
み
物

■
参
加
料　
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下

２
０
０
円
（
材
料
代
込
）

■
講
師　
杉
本
崇
さ
ん
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｌ
自

然
体
験
活
動
総
括
指
導
者
）

■
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㉄ 

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
管
理
事
務
所
☎

62・７
５
０
１（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）／
メ
ー
ル

info@
m

inam
ata-kouen.com

　
み
な
ま
た
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
２
回
目

は
、
水
俣
の
か
ら
い
も
と
み
か
ん
栽
培

に
つ
い
て
、
そ
の
誕
生
か
ら
こ
れ
ま
で

の
あ
ゆ
み
を
詳
し
く
解
説
し
て
い
き
ま

す
。
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
テ
ー
マ　
み
な
ま
た
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

「
江
戸
時
代
の
農
業
② 

─
水
俣
の
か

ら
い
も
と
み
か
ん
栽
培
─
」

■
日
時　
11
月
28
日
㈭　
19
時
〜
20
時

30
分

■
場
所　
市
公
民
館
本
館
２
階
第
１
研

修
室

■
講
師　
松
田
時
義
さ
ん（
水
俣
市
文

化
財
保
護
審
議
会
会
長
）

■
定
員　
先
着
30
人
程
度

■
申
込
方
法　
市
公
民
館
窓
口
で
直
接

申
し
込
む
か
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㉄ 

市
公
民
館
本
館
☎
63
・
８
４
０
２

　
生
徒
た
ち
の
普
段
の
取
り
組
み
や
作

品
、
各
種
バ
ザ
ー
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
８
日
㈮　
17
時
50
分
～

19
時
20
分

■
場
所　
水
俣
高
校
定
時
制
教
室
・
多

目
的
室

■
内
容　
定
時
制
の
活
動
紹
介
、
展
示
、

地
元
企
業
と
共
同
開
発
し
た
製
菓
な
ど

の
販
売
実
習
、
食
品
バ
ザ
ー（
カ
レ
ー
）

な
ど

㉄ 

水
俣
高
校
・
宇
佐
美
☎
63
・
１
２
８ 

５

Information

竹
林
園
で
自
然
に
ふ
れ
あ
う

「
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
」

みな図書 読書のまちづくり

10月27日から11月９日までの読書週
間にちなんで、図書館や本屋が舞台と
なっている本を紹介します。
読書の秋、本に囲まれて過ごしてみま
せんか？

■図書館11月特設コーナー■

● ●●●●●最近人気の本

■真夜中の陽だまり／三宅玲子
■この野菜はこう食べる／笠原将弘
■昭和40年男／佐川光晴
■カッコウの微笑み／福田和代
■どうぶつパンパン

／ザ・キャビンカンパニー

「いつもそばに本がある」

保育園で働いているとき先輩保育
士さんにもらった、子どもたちに
人気の絵本。
「かんかんかん」「ぶぶうぶぶう」
とリズムの良い言葉と一緒に、文
具や食器など、身の周りのものでできた列車が通
り過ぎる。幼児期には音のリズムで、もう少し大
きくなると列車を形づくるアイテムを見つけて楽
しむことができる。その時々の子どもの成長が見
える、おすすめの一冊。

『かんかんかん』（福音館書店）

私のオススメ

オススメ本

子育ての心がけ
「大好きだよ、大事だよと表情・行動で表す」

文・のむらさやか／写真・塩田正幸

開館：火曜日〜日曜日 ９時〜19時（土日祝日は17時まで） ■問い合わせ　市立図書館☎ 63-8401

前嶋 瑠
る り

里 さん・碧
あ お き

輝 くん

催
し Inform

ation
く
ら
し
の
情
報

i
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う
♪

「
木
育
ひ
ろ
ば
」

市
公
民
館
い
き
い
き
教
室

み
な
ま
た
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

令
和
元
年
度

水
俣
高
校
定
時
制
文
化
祭

参
勤
交
代
の
歴
史
を
た
ど
る

「
み
ん
な
で
歩
こ
う
薩
摩
街
道
」

み
ん
な
で
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か

矢
城
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
登
山

公徳の碑

ツワブキ
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くらしの情報Information

◆
総
合
展
示
部
門

■
日
時　
11
月
８
日
㈮
〜
10
日
㈰　
９

時
〜
17
時（
10
日
㈰
は
16
時
ま
で
）

■
場
所　
も
や
い
館

■
入
場
料　
無
料

■
参
加
団
体
・
展
示
内
容

○
２
階

　
写
真
展（
フ
ォ
ト
七
浦
、
光
陽
会
）／

　

美
術
展（
水
俣
市
美
術
協
会
）／
盆

　

栽
展（
水
俣
宝
樹
会
）／
肥
後
手
ま

　
り
展（
肥
後
手
ま
り
教
室
）／
絵
て
が

　
み
展（
絵
て
が
み
グ
ル
ー
プ
た
ん
ぽ 

　
ぽ
）／
つ
ま
み
絵
展（
若
葉
流
つ
ま
み

　
絵
）／
陶
芸
展（
水
俣
陶
芸
ク
ラ
ブ
）

　
／
手
仕
事
キ
ル
ト
さ
き
織
り
展（
水

　
俣
手
仕
事
の
会
）

○
３
階

　

短
歌
展（
水
俣
市
短
歌
教
室
）／
俳

　
句
展（
水
俣
俳
句
会
）／
川
柳
展（
水

　
俣
川
柳
会
）／
書
道
展（
水
俣
書
道
会
）

　
／
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
展（
プ

　
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
同
好
会
）／

○
９
～
10
日
の
み

　

生
花
展（（
一
財
）小
原
流
水
俣
支
部
、

　
池
坊
水
俣
支
部
、池
坊
水
俣
心
和
会
）

○
10
日
の
み

　
お
茶
会（
表
千
家
水
俣
会
、
裏
千
家

　
水
俣
会
）
10
時
～
14
時

◆
第
43
回
水
俣
市
合
唱
祭

■
日
時　

11
月
９
日
㈯　

開
場
13
時
、

開
演
13
時
30
分

■
場
所　
水
俣
市
文
化
会
館

■
入
場
料　
無
料

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ（
全
員
合
唱
）

　
『
水
俣
市
民
の
歌
』

②
水
俣
演
奏
家
協
会

　
『
ス
タ
ン
ド 

ア
ロ
ー
ン
』

③
袋
中
学
校
音
楽
部

　
『
棗な
つ
めの
う
た
』、『
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
豚
』

④
お
寺
コ
ー
ラ
ス
隊

　
『
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』、   

　
『
恋
』、『
恋
に
よ
る
シ
ャ
ン
ソ
ネ
ッ
タ
』

⑤
緑
東
中
学
校

　
『
ヒ
カ
リ
』、『
い
の
ち
の
リ
レ
ー
』

⑥
水
俣
少
年
少
女
合
唱
団

　
『
ぼ
く
は
雲
雀
』、『
は
じ
め
の一歩
』、

　
『
天
使
の
羽
の
マ
ー
チ
』

⑦
童
謡
の
会

　
『
里
の
秋
』、『
小
さ
な
木
の
実
』、『
さ

　
よ
う
な
ら
』

⑧
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス

　
『
琵
琶
湖
周
航
の
歌
』、『
ト
ゥ
モ
ロ
ー
』

⑨
全
員
合
唱

　
『
翼
を
く
だ
さ
い
』

⑩
水
俣
マ
ミ
ー
・
コ
ー
ル

　
『
語
り
合
お
う
』、『
夜
明
け
の
プ
レ

　
リ
ュ
ー
ド
』

⑪
水
俣
高
校
音
楽
部

　
『
俺
た
ち
の
明
日
』、『
パ
プ
リ
カ
』、 

　
『
Ｓ
Ｕ
Ｎ
』

⑫
水
俣
合
同
合
唱
団（一中
・
二
中
）

　
『
キ
リ
エ
』、『
グ
ロ
ー
リ
ア
』

⑬
水
俣
合
同
・
袋
中
学
校
合
唱
団

　
『
君
の
隣
に
い
た
い
か
ら
』、『ヒ
カ
リ
』

⑭
合
唱
団
み
な
ま
た

　
混
声
合
唱
組
曲『
天
草
雅
歌
』よ
り

　
『
艣ろ

を
抜
け
よ
』

⑮
エ
ン
デ
ィ
ン
グ（
全
員
合
唱
）

　
『
ス
マ
イ
ル
ラ
ブ
～
み
な
ま
た
の
歌
～
』

㉄ 

水
俣
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事

務
局（
市
生
涯
学
習
課
内
）☎
61
・
１
６ 

３
９

くらしの情報Information

　

文
豪
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、

書
家
で
も
あ
っ
た
水
俣
の
偉
人
・
徳
富

蘇
峰
。
そ
の
遺
徳
と
袋
天
満
宮
に
あ
る

筆
塚
を
顕
彰
し
、
書
道
に
親
し
む
児
童

生
徒
を
育
て
る
た
め
、
水
俣
市
・
津
奈

木
町
の
小
中
高
校
生
の
作
品
を一
堂
に

集
め
た「
蘇
峰
筆
塚
顕
彰
書
道
展
」を

開
き
ま
す
。

■
日
時　
11
月
16
日
㈯
〜
18
日
㈪　
９

時
〜
17
時
（
18
日
は
13
時
ま
で
）

■
場
所　
も
や
い
館
３
階
も
や
い
ホ
ー
ル

㉄ 

も
や
い
館
☎
62
・
３
１
２
０

　
今
年
は
、
蘇
峰
と
縁
の
あ
る
人
た
ち

の
足
跡
が
残
る
人
吉
・
球
磨
地
域
を
め

ぐ
り
ま
す
。

　
参
加
に
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

■
日
時　
12
月
７
日
㈯　
８
時
30
分
集
合

■
集
合
場
所　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
・
竹

林
公
園
前
駐
車
場

■
参
加
料　
３
８
０
０
円
、
高
校
生
以

下
１
９
０
０
円

※
高
校
生
以
下
の
参
加
に
は
、
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
で
す
。

■
定
員　
40
人

■
コ
ー
ス　
竹
林
公
園 

─ 

青
井
阿
蘇

神
社 

─ 

犬
童
球
渓
記
念
館 

─ 

ひ
ま

わ
り
亭（
昼
食
） 

─ 

人
吉
城
歴
史
館 

─ 

く
ま
村
湯
の
駅 

─ 

竹
林
公
園

㉄ 

徳
富
蘇
峰
・
蘆
花
生
家
☎
62
・
５
８ 

９
９

★
冬
に
向
け
て
の
ア
ロ
マ
講
座

　
寒
い
季
節
は
、
手
足
の
乾
燥
が
気
に

な
り
ま
せ
ん
か
？ 

ア
ロ
マ
で
し
っ
か
り

セ
ル
フ
ケ
ア
し
ま
し
ょ
う
♪

■
日
時　
11
月
９
日
㈯　
15
時
～

■
定
員　
15
人
程
度

■
参
加
料　
５
０
０
円

■
持
参
品　
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
２
枚

★
健
康
は
腸
か
ら
！ 

お
な
か
の
元

気
講
座

　
い
い
便
を
出
す
た
め
の
健
康
習
慣
を

分
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。
健
康
の
た

め
に
、
正
し
い
食
習
慣
・
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
11
月
13
日
㈬　
13
時
30
分
～

■
参
加
料　
無
料

■
持
参
品　
筆
記
用
具

■
定
員　
15
名
程
度

㉄ 

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
84
・
９
９ 

０
９

　
今
年
も「
囲
碁
将
棋
大
会
」を
開
催

し
ま
す
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で一
緒

に
対
局
。
好
成
績
の
人
に
は
賞
品
も
用

意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
７
日
㈯　
10
時
〜
（
受

付
９
時
30
分
〜
）

■
場
所　
お
れ
ん
じ
館

■
参
加
料　
２
０
０
円
、
高
校
生
以
下

無
料

■
対
象　
小
学
生
以
上

■
定
員（
先
着
）

○
囲
碁
の
部　
20
人
程
度

○
将
棋
の
部　
20
人
程
度

■
申
込
締
切
日　
12
月
３
日
㈫

㉄ 

お
れ
ん
じ
館
☎
62
・
２
１
１
１（
Ｆ
Ａ

Ｘ
共
通
）／
メ
ー
ル　

orange@
koko 

koi.com

手頃な掛金で生命保障を備えましょう！

共済ニュース

Ｋ-74823-1910

※CO･OP共済の詳しい保障内容は、加入申込書付パンフレットをご覧ください。
※CO･OP共済に加入するには、生協くまもとの組合員になることが必要です。加入時に出資金として1000円をお預かり致します。
契約引受団体／日本コープ共済生活協同組合連合会

加入時より10年間は掛金が変わりません（共済期間10年）
※満期時に契約を更新、もしくは共済期間内で契約を更改する場合は、その時の年齢の掛金になります。

水光社本店 ２階共済カウンター ☎0966-62-5099（斎藤・伊藤）
共済カウンターでは保障の相談受付中！お気軽にお立ち寄りください。

※2013年9月2日以降発効契約の
　月掛金です。（2013.9.1改定）

掛金が

手頃なのだ

催
し

市
民
文
化
祭
総
合
展
示
参
加
団
体

紹
介
・
合
唱
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
有
料
広
告
】

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

11
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
♪

【
有
料
広
告
】

第
53
回 

蘇
峰
筆
塚
顕
彰
書
道
展

徳
富
蘇
峰
・
蘆
花
生
家

バ
ス
ツ
ア
ー

第
22
回
お
れ
ん
じ
館
囲
碁
・
将
棋

大
会
で
腕
試
し
！

▼徳富蘇峰

▼昨年度の水俣市合唱祭
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く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進

協
議
会
で
は
、
県
南
地
域
の
認
知
度
向

上
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

一昨
年
度
か
ら「
ご
当
地
グ
ル
メ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
、
県
南
地
域
で
旬
を
迎
え
た
ク

リ
、
ト
マ
ト
、
キ
ク
ラ
ゲ
を
使
用
し
た

店
舗
自
慢
の
ご
当
地
グ
ル
メ
が
県
南
18

店
舗
で
提
供
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

地
元
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
♪

　
参
加
店
舗
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
. 

food-v.kum
am

oto.jp/q/aview
 

/117/1352.htm
l

■
開
催
期
間　
10
月
〜
令
和
２
年
６
月

末
日
（
食
材
の
種
類
に
よ
っ
て
提
供
時

期
が
異
な
り
ま
す
。）

■
参
加
店
舗　
県
南
地
域
の
18
店
舗

㉄ 

く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推

進
協
議
会
事
務
局
☎
０
９
６
５
・
52
・

１
０
２
０

　
毎
年
大
人
気
の「
折
り
紙
カ
レ
ン
ダ

ー
」の
販
売
や
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
・

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
・
露
店
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
♪

■
日
時　
11
月
17
日
㈰　
10
時
〜
14
時 

■
場
所　
湯
出
光
明
童
園

㉄ 

湯
出
光
明
童
園
☎
68
・
０
０
２
４

　

水
俣
幼
稚
園
を
地
域
に
開
放
し
て
、

「
水
俣
幼
稚
園
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
わ
な

げ
、
読
み
聞
か
せ
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

缶
バ
ッ
ジ
作
成
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
３
７
Ｍａ
ｔａ
食
堂
の
ピ
ッ
ツ
ァ
体

験
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
体
験
、
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
品
や
日
用
品
の
バ
ザ
ー
な

ど
、
楽
し
い
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
♪ 

園
児
が
作
成
し
た
作
品
展
も
同
時
開
催

し
ま
す
。

　
会
場
の
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に
協
力
し

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
９
日
㈯　
10
時
30
分
〜

13
時
30
分

■
場
所　
白
梅
の
杜
あ
つ
ま
ろ
う
家や

ほ

か■
内
容　
バ
ザ
ー
、
フ
ー
ド
、
ゲ
ー
ム
、

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
作
品
展 

な
ど

㉄ 

水
俣
幼
稚
園
☎
63
・
２
３
５
３

★
作
品
展
示

○
11
月
27
日
㈬
〜
12
月
１
日
㈰

　
も
や
い
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ

○
12
月
３
日
㈫
〜
令
和
２
年
１
月
５
日
㈰

　
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
本
館
２
階

　
※
入
賞
作
品
の
み
展
示

○
令
和
２
年
１
月
７
日
㈫
〜
31
日
㈮

　
肥
後
銀
行

★
表
彰
式

■
日
時　
12
月
１
日
㈰　
９
時
〜

■
場
所　
も
や
い
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ

㉄ 

コ
ス
モ
ス
会
・
渕
上
☎
０
９
０・７
４ 

６
８・４
８
６
９

　
「
水
俣
の
暮
ら
し
を
も
っ
と
楽
し

く
！
」
を
合
言
葉
に
、
新
た
な
出
会
い

が
生
ま
れ
る
場
と
し
て
定
期
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
飲
食
店
や
菓
子
店
が
マ
ル

シ
ェ
限
定
メ
ニ
ュ
ー
で
参
加
す
る
ほ
か
、

農
林
水
産
物
や
雑
貨
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
者
が
出
店
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽
し
い一

日
、
ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
♪

■
日
時　
11
月
17
日
㈰　
10
時
〜
15
時

■
場
所　
タ
ブ
ー
ル
敷
地
内

㉄ 

諸
橋
☎
０
９
０・９
８
３
０・４
８
０
０

　
（
公
社
）八
代
地
方
法
人
会
が
、
11

月
特
別
講
演
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。

■
日
時　
11
月
13
日
㈬　
19
時
〜
20
時

30
分
（
開
場
18
時
30
分
）

■
場
所　
も
や
い
館
３
階
も
や
い
ホ
ー
ル

■
講
師　
岡
田
正
裕
さ
ん（
マ
ラ
ソ
ン
・

長
距
離
競
技
指
導
者
）

■
演
題　
「
人
を
育
て
る
」
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
育
成
と
箱
根
駅
伝
総
合
優
勝
へ

の
道
の
り

■
入
場
整
理
券
配
布
場
所

○
ブ
ッ
ク
シ
テ
ィ一心
堂

○
水
光
社
本
店

㉄ 

（
公
社
）八
代
地
方
法
人
会
☎
０
９ 

６
５
・
32
・
１
３
９
３

　
豚
汁
付
き
の
昼
食
を
、
１
食
２
０
０

円
で
提
供
し
ま
す
。（
11
時
〜
）

　
赤
飯
や
ぼ
た
餅
も
あ
り
ま
す
よ
！

■
期
日　
12
月
１
日
㈰

■
場
所　
有
木
田
頭
集
落
セ
ン
タ
ー

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
出
品
受
け
付
け　
７
時
〜
９
時

　
（
前
日
受
付
も
で
き
ま
す
。
16
時
〜

　
18
時
）

○
展
示　
９
時
〜
10
時
30
分

○
伝
統
芸
能
披
露　
10
時
〜
10
時
30
分

○
即
売　
10
時
30
分
〜

■
出
品
物　
農
産
品
、
加
工
食
品
、
工

芸
品
、
不
用
の
家
庭
用
品（
寄
付
で
き

る
も
の
）

※
収
益
は
集
落
セ
ン
タ
ー
の
維
持
・
管

理
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

㉄ 

24
区
ふ
る
さ
と
文
化
祭
実
行
委
員

会
・
中
村
☎
０
８
０・１
７
６
６・３
０
１
６

　
駐
車
場
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
♪

■
日
時　
12
月
１
日
㈰　
９
時
30
分
〜

■
場
所　
石
坂
川
集
会
所
周
辺

■
内
容

○
石
坂
川
産
農
産
物
・
加
工
品
な
ど
の

展
示
品
評
会

　
品
評
会
の
あ
と
に
は
、
毎
年
大
盛
り

　
上
が
り
の
競
売
も
あ
り
ま
す
。

○
餅
つ
き
実
演
販
売

　
杵
と
臼
で
の
餅
つ
き
を
体
験
し
て
み

　
ま
せ
ん
か
♪

○
竹
ぼ
う
き
作
り
実
演

　
参
加
体
験
も
で
き
ま
す
。

○
野
菜
・
加
工
品
な
ど
の
販
売

㉄ 

渕
上
☎
67
・
１
０
５
０

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

水
俣
幼
稚
園
ま
つ
り
２
０
１
９

＆
３
７
Ｍ
ａ
ｔ
ａ
マ
ル
シ
ェ

県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
第
10
弾

「
ご
当
地
グ
ル
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

楽
し
い
催
し
盛
り
だ
く
さ
ん
♪

第
11
回
あ
つ
ま
る
シ
ェ

催
し

マ
ラ
ソ
ン
競
技
指
導
者

岡
田
正
裕
さ
ん
講
演
会

出
品
参
加
も
ど
う
ぞ
♪

24
区
ふ
る
さ
と
文
化
祭

第
34
回 

石
坂
川
ふ
る
さ
と
祭
り

き
て
は
い
よ
♪

湯
出
光
明
童
園「
童
園
祭
」

中
尾
山
四
季
折
々
の
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す

◀ 昨年の競売の様子
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玄
米
と
野
菜
を
基
本
に
し
た
、
素
材

本
来
の
お
い
し
さ
を
引
き
出
す
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

今
回
は
、
野
菜

の
豆
知
識
や
効
能
な
ど
の
お
話
を
メ
イ

ン
に
、
簡
単
料
理
を
数
品
作
り
ま
す
。

　
参
加
に
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

■
日
時　
11
月
19
日
㈫　
10
時
30
分
～

14
時

■
場
所　
は
つ
の
・
あ
そ
び
の
森
こ
ど

も
園
純
青
館

■
定
員　
15
人

■
講
師　
角す
み
や
し
き

屋
敷
ま
り
子
さ
ん（
正
食

協
会
師
範
）

■
参
加
料　
千
円（
教
材
費
、
資
料
代

な
ど
）

㉄ 

は
つ
の
・
あ
そ
び
の
森
こ
ど
も
園
・

田
中
☎
63
・
６
７
２
１
／
FAX‌

63
・
０
１ 

３
４
／
メ
ー
ル　

info@
hatsuno.net

　

11
月
11
日
㈪
〜
17
日
㈰
は
、
全
国

糖
尿
病
週
間
で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル 

─
人
生

１
０
０
年 

筋
力
増
や
し
て
健
康
寿
命

─
」で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
実
施
し
ま
す
。

★
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
各
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時　
11
月
５
日
㈫
・
６
日
㈬　
９

時
30
分
〜
12
時

■
場
所　
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
１

階
ロ
ビ
ー

■
内
容　
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
医
療
・
く

す
り
・
看
護
・
検
査
・
運
動
・
栄
養
）、

パ
ネ
ル
展
示
、
食
品
展
示
、
血
糖
測
定

★
特
別
講
演
会

　
参
加
は
無
料
で
す
。
当
日
参
加
も
で

き
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
事
前
に
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
７
日
㈭　
13
時
〜

■
場
所　
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
本

館
５
階
会
議
室

■
テ
ー
マ　
「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ

ル
」
〜
人
生
１
０
０
年 

筋
力
増
や
し
て 

健
康
寿
命
〜

■
内
容

○
13
時
〜
「
医
師
の
立
場
か
ら
」

　
井
手
口
拓
弥
医
師

○
13
時
30
分
〜「
薬
剤
師
の
立
場
か
ら
」

　
嘉
村
和
也
薬
剤
師

○
13
時
50
分
〜「
看
護
師
の
立
場
か
ら
」

　
浦
本
和
美
看
護
師

○
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
特
別
講
演「
糖
尿
病
と
眼
疾
患
に
つ

　
い
て
」、
浦
橋
舞
衣
医
師（
眼
科
）

■
申
込
締
切
日　
11
月
５
日
㈫　
17
時

㉄ 

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
代
謝
内
科
・
栄

養
科
☎
63
・
２
１
０
１（
代
表
）

　

災
害
が
発
生
し
た
際
に
設
置
さ
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
訓
練
を

開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。
当
日
参
加
も
で

き
ま
す
が
、
準
備
の
都
合
上
、
事
前
の

申
し
込
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
１
日
㈰　
９
時
～
12
時

■
場
所　

旧
水
俣
第
三
中
学
校
体
育

館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
内
容　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

の
ミ
ニ
講
座
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
訓
練
、
土
の
う
作
成
・
土

の
う
積
み
競
争
、
災
害
時
非
常
食
の
試

食
会

■
申
込
方
法　
電
話
か
メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㉄ 
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
63
・
２ 

０
４
７
／
メ
ー
ル　

info@
m

inam
a 

ta-shakyo.jp

　
耐
震
や
新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の

相
談
に
、
建
築
士
会
水
俣
芦
北
支
部
青

年
部
が
応
じ
ま
す
。

　
冬
の
部
屋
ご
と
の
温
度
差
は
体
へ
の

負
担
が
大
き
く
、
高
齢
者
に
多
発
し
て

い
る「
ヒ
ー
ト
シ
ョッ
ク
」の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
温
度
差
を
緩
和

す
る
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
こ

と
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
家
の
困
り
ご

と
の
改
善
策
ま
で
、
こ
の
機
会
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
日
時　
11
月
９
日
㈯　
10
時
～
12
時

■
場
所　
水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

㉄ 

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
☎
84
・
９
０
０
６

（
開
館
10
時
～
16
時
、
月
曜
休
館
）

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
22
日
㈮
〜
24
日
㈰　
９

時
30
分
〜
16
時
30
分

■
場
所　
３
区
集
会
所

㉄ 

小
嶋
☎
63
・
５
０
８
５

★
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
＆
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
を
作
ろ
う

　
廃
油
を
利
用
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
エ
コ

キ
ャ
ン
ド
ル
と
、牛
乳
パ
ッ
ク
や
封
筒
な

ど
不
要
な
紙
を
再
利
用
し
た
ク
リ
ス
マ

ス
カ
ー
ド
を
手
作
り
し
ま
す
。

　

木
や
森
の
は
た
ら
き
、資
源
の
リ
サ

イ
ク
ル
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
と
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
11
月
17
日
㈰　
10
時
〜
12
時

■
場
所　
県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　
先
着
20
人

■
参
加
料　
無
料

■
申
込
方
法　
イ
ベ
ン
ト
名
、住
所
、電

話
番
号
、氏
名
、年
齢
を
明
記
し
て
、は

が
き・Ｆ
Ａ
Ｘ・メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　
11
月
９
日
㈯

★
令
和
元
年
度
熊
本
県
環
境
セ
ミ
ナ
ー

　

県
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、平
成
30
年

度
に「
地
球
温
暖
化
問
題
」を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
、館
内
常
設
展
示
の
全
面
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
記
念
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

■
日
時　
11
月
24
日
㈰　
13
時
〜
16
時

30
分

■
場
所　
県
環
境
セ
ン
タ
ー
２
階
環
境

シ
ア
タ
ー

■
テ
ー
マ　
み
な
ま
た・ま
な
び
の
丘
か

ら
地
球
温
暖
化
問
題
と
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
考
え
る

■
内
容

【
リ
レ
ー
講
演
】

①
13
時
05
分
〜
14
時
05
分

▼
演
題　
地
球
温
暖
化
と
異
常
気
象

▼
講
師　
防
災
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
気
象
予
報
士

②
14
時
10
分
〜
15
時
10
分

▼
演
題　
地
球
温
暖
化
問
題
と
く
ま
も

　
と
温
暖
化
対
策
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

　
み
〜
気
候
変
動
に
適
応
し
な
け
れ
ば

　
生
き
ら
れ
な
い
現
実
！

▼
講
師　
田た

な
べ邉
裕ひ
ろ
ま
さ正
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
く
ま
も
と
温
暖
化
対
策
セ
ン
タ
ー
理

　
事
長
）

③
15
時
35
分
〜
16
時
30
分

▼
演
題　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
新

　
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

▼
講
師　
県
環
境
セ
ン
タ
ー
館
長・篠
原

　
亮
太

【
常
設
展
示
視
聴・体
験
】

▼
場
所　
２
階
エ
コ・ス
テ
ー
ジ
〜
地
球

の
未
来
〜

【
パ
ネ
ル
展
】

▼
場
所　
館
内
各
所

■
申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。参
加
申
込
書
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.

pref.kum
am

oto.jp/kiji_29403.
htm

l

■
申
込
締
切
日　
11
月
10
日
㈰

㉄ 
熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー
、〒
８
６
７

ー
０
０
５
５
、明
神
町
55
番
１
号
☎
62・

２
０
０
０
／
FAX‌
62・１
２
１
２
／
メ
ー
ル

center@
kum

am
oto-eco.jp

（
９

時
〜
17
時
開
館
、月
曜
休
館
）

【
有
料
広
告
】

催
し

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

11
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

素
材
の
お
い
し
さ
を
引
き
出
す

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
教
室

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練

糖
尿
病
に
つ
い
て
考
え
よ
う

第
55
回
全
国
糖
尿
病
週
間

家
の
困
り
ご
と
を
解
決
！

「
無
料
住
宅
相
談
会
」

第
15
回 
３
区
ミ
ニ
ミ
ニ
文
化
祭
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■
日
時　
12
月
１
日
㈰　
14
時
〜
16
時

（
13
時
30
分
開
場
）

■
場
所　
市
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

■
演
題　
西
郷
隆
盛
と
川
路
利
良
大
警

視
、
薩
摩
軍
雷
撃
隊
長
辺
見
十
郎
太
の

出
会
い
か
ら
、
西
南
戦
争
ま
で

■
講
師　
東
川
隆
太
郎
さ
ん（
鹿
児
島

探
検
の
会
理
事
長
）

㉄ 

水
俣
西
南
戦
争
史
研
究
会
・
渕
上

☎
０
９
０・９
３
６
７・２
１
７
７

　

学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
「
フ
ッ
化
物

洗
口
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
す
。

子
ど
も
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　
11
月
16
日
㈯　
14
時
〜
16
時

■
場
所　
も
や
い
館
３
階
会
議
室

■
講
師　
中
村
満
雄
さ
ん（
元
霧
島
市

議
会
議
員
）

■
参
加
料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

㉄ 

フ
ッ
化
物
洗
口
を
考
え
る
会
・
添
田

☎
０
９
０・５
９
３
０・６
７
０
０

　

さ
く
ら
福
祉
会
の
農
業
利
用
者
さ

ん
た
ち
が
、
心
を
込
め
て
育
て
収
穫
し

た「
大
地
の
恵
み
」を
、一緒
に
味
わ
い
、

ふ
れ
あ
い
、
分
か
ち
合
い
ま
せ
ん
か
？

　
と
れ
た
て
新
鮮
な
旬
の
野
菜
の
販
売

や
、
新
米
お
む
す
び
、
豚
汁
、
や
き
そ

ば
な
ど
の
屋
台
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
こ
の
催
し
は
、
県
の
く
ま
も

と
里
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
の

支
援
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

■
日
時　
11
月
24
日
㈰　
12
時
30
分
〜

■
場
所　
水
俣
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
駐

車
場（
月
浦
）

㉄ 

さ
く
ら
福
祉
会
☎
63
・
３
８
３
３

　
子
ど
も
・
若
者
支
援
の
最
前
線
の
取

り
組
み
と
、
今
の
若
者
の
生
の
声
を
聞

き
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
・
若
者
た
ち

に
本
当
に
必
要
な
支
え
と
は
何
か
、
全

世
代
で
考
え
ま
す
。

■
日
時　
11
月
30
日
㈯　
13
時
〜
（
受

付
12
時
30
分
〜
）

■
場
所　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ

ア
10
階
パ
レ
ア
ホ
ー
ル

■
テ
ー
マ　
「
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
い

ん
だ
！
」
と
誰
も
が
宣
言
で
き
る
街
・

熊
本
に
な
る
た
め
に

■
参
加
料　
無
料

■
内
容

○
第
１
部　
講
演　

▼
演
題　
誰
も
が
「
希
望
」
を
抱
い
て

　
歩
ん
で
い
け
る
地
域
づ
く
り 

～
ど
ん

　
な
境
遇
の
子
ど
も
も
見
捨
て
な
い
！ 

　
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」の
実
践
を
通
じ
て
～

▼
講
師　
谷
口
仁
史
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
フ
ェ

イ
ス
代
表
理
事
）

○
第
２
部　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
テ
ー
マ　
若
者
た
ち
か
ら
の
発
信

㉄ 

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ（
こ
こ
ん
）」☎

０
９
６・３
８
７・７
０
０
０
（
㈪
～
㈮
８

時
30
分
～
21
時
）

■
日
時　
11
月
19
日
㈫　
13
時
～
15
時

30
分

■
場
所　
ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ（
宇
城

市
松
橋
町
）

■
参
加
料　
無
料

■
内
容

○
第
１
部　
セ
ミ
ナ
ー
「
こ
れ
か
ら
の

女
性
の
職
場
は
コ
コ
！
」

　
地
元
企
業
で
働
く
女
性
た
ち
に
よ
る

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

○
第
２
部　
ミ
ニ
講
座
「
時
短
お
仕
事

メ
イ
ク
講
座
」

　
忙
し
い
時
間
を
有
効
活
用
す
る
た
め

　
の
時
短
メ
イ
ク
術
を
伝
授
！

○
第
３
部　
座
談
会
（
相
談
会
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
サ
ポ
ス
テ
、
ポ
リ

　
テ
ク
、ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
、ひ

　
と
り
親
支
援
な
ど
就
職
や
訓
練
相
談

　
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。
時
短
レ
シ

　
ピ
、
保
育
所
情
報
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

　
ま
す
よ
♪

㉄ 

く
ま
も
と
若
者
×
し
ご
と
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
運
営
事
務
局
（
学
校
法
人
松

本
学
園
Ｃ
Ｓ
Ｃ
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ

ー
内
）
☎
０
９
６
８
・
72
・
２
３
７
５

　
若
手
医
師
が
悩
み
な
が
ら
懸
命
に
在

宅
医
療
・
介
護
と
い
う
社
会
課
題
に
立

ち
向
か
っ
て
い
く
、
命
と
希
望
の
物
語

で
す
。
医
療
・
介
護
に
携
わ
る
人
だ
け

で
な
く
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　
11
月
15
日
㈮　
19
時
〜
21
時

■
場
所　
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー（
津

奈
木
町
）

■
参
加
料　
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

無
料

■
定
員　
１
５
０
人
程
度

■
ゲ
ス
ト　
森
田
洋
之
さ
ん（
南
ヘ
ル

ス
リ
サ
ー
チ
ラ
ボ
代
表
）、
森
健一郎
さ

ん（
竹
本
医
院
院
長
）

■
申
込
方
法　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　
11
月
８
日
㈮

㉄ 

ビ
ハ
ー
ラ
ま
ど
か
・
萩
嶺
☎
67
・
１ 

１
９
０
／
FAX‌

67
・
１
１
９
１

　
発
達
障
が
い
の
視
点
が
、
家
庭
で
の

子
育
て
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
30
日
㈯　
10
時
〜
12
時

（
受
付
９
時
45
分
〜
）

■
場
所　
も
や
い
館
３
階
会
議
室

■
対
象　
小
学
１
年
生
〜
18
歳（
高
校

３
年
生
）の
子
ど
も
の
保
護
者

■
内
容　
講
義
、
茶
話
会

■
定
員　
15
人

■
申
込
締
切
日　
11
月
15
日
㈮

㉄ 

熊
本
県
南
部
発
達
障
が
い
者
支
援

セ
ン
タ
ー
・
わ
る
つ
☎
０
９
６
５
・
62
・

８
８
３
９
／
メ
ー
ル　

w
a-roots@

se 
iryu-hikaw

a.com

／
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ http://w
w

w
.hikaw

agakuen. 
com

/w
aroots/

◆
子
ど
も
の
虐
待
防
止
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
県
で
は
次

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。

■
日
時　
11
月
23
日
㈯　
13
時
30
分
〜

16
時
15
分

■
場
所　
熊
本
県
医
師
会
館
大
ホ
ー
ル

（
熊
本
市
中
央
区
）

■
演
題　
困
ら
せ
る
子
ど
も
は
、
困
っ

て
い
る
子
ど
も 

─
地
域
で
の
つ
な
が
り

あ
い
、
支
え
合
い
─

■
講
師　
坂
口
明
夫
さ
ん（
社
会
福
祉

法
人
甘
木
山
学
園
）

■
参
加
料　
無
料

◆
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
講
演
会

　

11
月
12
日
㈫
〜
25
日
㈪
は
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
と
し
て
、

全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
県
で
は

次
の
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

■
日
時　
11
月
29
日
㈮　
13
時
30
分
〜

16
時

■
場
所　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ

ア
９
階
会
議
室
１（
熊
本
市
中
央
区
）

■
演
題　
Ｄ
Ｖ
加
害
者
の
更
生
に
向
け

て 

─
被
害
者
支
援
に
関
わ
る
人
に
と
っ

て
の
加
害
者
の
理
解
と
と
も
に
─

■
講
師　
中
村
正
さ
ん（
立
命
館
大
学

大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
教
授
・
産
業

社
会
学
部
教
授
）

■
参
加
料　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

○
市
福
祉
課
子
ど
も
子
育
て
支
援
室

　
☎
61
・
１
６
６
０

○
市
家
庭
相
談
員
・
婦
人
相
談
員

　
☎
63
・
２
７
３
８

○
県
八
代
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
６
５
・
33
・
３
２
４
７

　
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
当
事
者
が
苦
し

い
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
家
族
も

同
じ
よ
う
に
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
ま

す
。
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
ご
家
族

同
士
で
思
い
を
語
り
合
っ
た
り
、
情
報

交
換
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
11
月
27
日
㈬　
14
時
～
15
時

30
分

■
場
所　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
も
や
い
館
１
階
）多
目
的
ル
ー
ム

■
参
加
料　
無
料

㉄ 

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
み
な

ま
た
安
心
セ
ン
タ
ー
☎
63
・２
０
４
７
／

メ
ー
ル　

ansin@
m

inam
ata-sha 

kyo.jp

催
し

在
宅
医
療
が
テ
ー
マ
の
映
画

『
ピ
ア
』上
映
会

水
俣
西
南
戦
争
史
研
究
会
講
演
会

フ
ッ
化
物
洗
口
講
演
会

第
８
回
く
ま
も
と
子
ど
も
・
若
者

よ
り
そ
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
６
回
農
福
連
携
マ
ル
シ
ェ

「
秋
の
収
穫
祭
」

保
護
者
向
け
講
座

「
発
達
し
ょ
う
が
い
と
は
？
」

熊
本
県
「
家
庭
か
ら
暴
力
を
な
く

す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」

女
性
の
新
し
い
働
き
方
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援

ワ
ー
ク
★
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
★
フ
ェ
ス
タ

ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会
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水
の
抵
抗
・
浮
力
を
有
効
利
用
し
て

行
う
、
全
身
の
体
力
レ
ベ
ル
の
向
上
・

肥
満
解
消
を
目
的
に
し
た
水
中
運
動
で

す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
シ
ェ
イ

プ
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
♪

■
日
時　
11
月
19
日
㈫　
13
時
～
14
時

■
場
所　
市
立
総
合
体
育
館
温
水
プ
ー

ル■
定
員　
20
人

■
参
加
料　
１
回
５
０
０
円

※
定
期
券
、
回
数
券
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
２
０
０
円
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
持
参
品　
水
着
、
キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ

ル㉄ 

市
立
総
合
体
育
館
☎
63
・
３
３
３
９

　
今
年
は
、
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
、
フ
ァ
ス
ト

ピ
ッ
チ
の
２
部
門
で
行
い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
17
日
㈰　
９
時
〜

■
場
所　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣

㉄ 

水
俣
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
米
沢

☎
０
９
０・８
６
６
８・３
６
６
２

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
、
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た

い
人
や
学
び
を
楽
し
み
た
い
人
な
ど
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ
て
学
べ
る
場

で
す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間

○
第
１
回　
11
月
26
日
㈫
〜
令
和
２
年

　
２
月
29
日
㈯

○
第
２
回　
令
和
２
年
３
月
１
日
㈰
〜

　
３
月
17
日
㈫

㉄ 

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

０
９
６・３
４
１・０
８
６
０
／
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

　
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
人
や
そ
の
家
族

か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
本
人
に
寄
り
添

い
、
伴
走
し
な
が
ら
社
会
復
帰
や
就
労

支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ひ
き
こ
も
っ

て
い
る
人
の
居
場
所
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
窓
口

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
み
な
ま
た

安
心
セ
ン
タ
ー
☎
63
・
２
０
４
７

◆
居
場
所
支
援

■
日
時　
毎
週
㈮　
15
時
～
17
時

■
場
所　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
も
や
い
館
１
階
）多
目
的
ル
ー
ム

㉄ 

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
み
な

ま
た
安
心
セ
ン
タ
ー
☎
63
・２
０
４
７
／

メ
ー
ル　

ansin@
m

inam
ata-sha 

kyo.jp

　
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。専
門
の
就
労
支

援
員
が
、仕
事
を一緒
に
探
し
ま
す
。履

歴
書・職
務
経
歴
書
の
添
削
や
面
接
練

習
、適
正
診
断
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、保
護
者
か
ら
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
が
、事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
㈪
〜
㈮　
10
時
〜
17
時

■
場
所　
芦
北
地
域
振
興
局（
芦
北
町
）

㉄ 

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ・芦
北
ブ
ラ
ン
チ
☎

82・３
１
２
３

　
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
問

題
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職

員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談
内
容
に

つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
期
間
・
時
間

○
11
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮

　
８
時
30
分
〜
19
時

○
11
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　
10
時
〜
17
時

■
相
談
電
話
番
号

☎
０
５
７
０・０
７
０・８
１
０

㉄ 

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
☎

０
９
６・３
６
４・２
１
４
５

　
熊
本
県
と
水
俣
病
保
健
課
と
水
俣
市

社
会
福
祉
事
業
団
で
は
、
水
俣
・
芦
北

地
域
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
人
材
を
確
保

す
る
た
め
、
地
域
の
事
業
所
に
よ
る
ヘ

ル
パ
ー
の
仕
事
に
関
す
る
総
合
相
談
ブ

ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
11
月
２
日
の
新
聞
折
り

込
み
チ
ラ
シ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
３
日
㈰　
９
時
30
分
～

16
時

■
場
所　
も
や
い
館（
水
俣
市
健
康
ま

つ
り
内
で
実
施
）

■
対
象　
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
に
興
味
が

あ
る
人（
介
護
関
係
の
資
格
保
有
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
内
容　
ヘ
ル
パ
ー
業
務
の
説
明
、
就

職
相
談
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布 

な
ど

㉄ 

（
社
福
）水
俣
市
社
会
福
祉
事
業
団

（
水
俣
病
被
害
者
等
保
健
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
）☎
62
・
５
９
９
９

■
期
間　
11
月
９
日
㈯
〜
15
日
㈮

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
ひ
と
つ
ず
つ

い
い
ね
！
で
確
認　
火
の
用
心
」

◆
住
宅
防
火
・
命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト 

─
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
─

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

　
ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

　
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火

　
災
警
報
機
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

　
災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
品
を
選
ぶ
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、

　
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

○
高
齢
者
や
体
が
不
自
由
な
人
を
守
る

　
た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

㉄ 

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
☎
63
・
１
１
９
１

　
エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
感

染
し
て
い
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、

感
染
に
気
づ
か
な
い
時
期
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
治
療
も
進
歩
し
て
い
て
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
て
も
、
早
期
に
発

見
し
て
治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
エ
イ

ズ
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
感
染

し
て
い
な
い
人
と
同
等
の
生
活
が
期
待

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
自
身
と
大
切
な
人
の
た
め
に
、

一度
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
検
査
は
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所　
水
俣
保
健
所

■
検
査
日
時　
12
月
２
日
㈪
～
６
日
㈮

９
時
～
17
時

※
こ
の
期
間
以
外
で
も
、
通
年
で
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

㉄ 

水
俣
保
健
所
☎
63
・
４
１
０
４

　
長
崎
税
関
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
や
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界

選
手
権
な
ど
の
国
際
的
行
事
に
あ
た
り
、

爆
発
物
な
ど
テ
ロ
関
連
物
資
の
密
輸
入

阻
止
の
た
め
、
港
や
空
港
な
ど
水
際
で

の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
税
関
業
務
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
不
審
な
荷
物
な
ど
の

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
税
関
密
輸
ダ
イ
ヤ
ル（
24
時
間
受
付
）

☎
０
１
２
０・４
６
１・９
６
１

㉄ 

八
代
税
関
支
署
水
俣
出
張
所
☎
62
・

２
３
４
７

ス
ポ
ー
ツ

水
中
運
動
教
室

「
ミ
ッ
ト
ア
ク
ア
」

第
45
回 

区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

募
集

放
送
大
学 

令
和
２
年
度
第
１
学

期 

学
生
募
集

相
談

県
の
無
料
就
職
相
談
室

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ・芦
北
ブ
ラ
ン
チ
」

「
ひ
き
こ
も
り
」に
つ
い
て

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る

人
の
た
め
の
総
合
相
談
ブ
ー
ス

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間

伝
言
板

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

テ
ロ
防
止
の
た
め
の
水
際
取
り
締
ま

り
を
強
化
！ 

情
報
提
供
の
お
願
い

12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

無
料
・
匿
名
で
検
査
が
で
き
ま
す
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くらしの情報

寄
附
・
善
意

◆
ケ
ア
ハ
ウ
ス 

リ
ブ・ラ
ン
扇
へ

馬
場
慶
子（
浜
町
）、芙
蓉
浩
紫
社
中
２

名
、み
す
ず
会
10
名

◆
児
童
養
護
施
設 
光
明
童
園
へ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
寿
村
、龍

善
寺
柳
楽
由
乗
、モ
ナ
コ
パ
レ
ス
水
俣

店
、Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
、東
海
レ
ジ
ャ
ー

◆
児
童
養
護
施
設 

湯
出
光
明
童
園
へ

山
田
輝
義
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

長
寿
村
、モ
ナ
コ
パ
レ
ス
水
俣
店
、東
海

レ
ジ
ャ
ー
キ
ャ
ロ
ル
上
峰
店
、Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

21
水
俣
店
、㈱
徳
洲
会・竹
林
央
人
、水

俣
演
奏
家
協
会

◆
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

大
塚
美
智
世（
古
城
）、上
舞
政
徳（
昭

和
町
）、成
田
満（
津
奈
木
町
）、荒
木
眞
次

（
出
水
市
）、池
田
順
子（
出
水
市
）、緒

方
幸
夫（
愛
知
県
名
古
屋
市
）、デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
寿
村

◆
水
俣
市
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ

ー
基
金・９
月
受
付
分（
受
付
順
）

㈱
エ
ス・
デ
ー
・シ
ス
テ
ム
、㈲
モ
ナ
ミ
、

西
松
建
設
㈱
水
俣
出
張
所
、国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト・な
な
う
ら
ク
ラ
ブ
、宮
﨑

正
博
、水
俣
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協

同
組
合（
敬
称
略
）

※
引
き
続
き
寄
附
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

㉄ 

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎︎
63・９
３
１
１

◆
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
へ
の
ご
協

力
に
感
謝
し
ま
す

　
９
月
24
日
に
開
催
し
た
、秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
に
伴
う「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
」に
、多
く
の
関
係
団
体・事
業

所
の
ご
参
加・ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く
り

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
参
加
事
業
所
】

水
俣
石
油
㈱
、㈱
吉
永
商
会
、立
尾
電
設

㈱
、南
九
州
セ
ン
コ
ー
㈱
、太
陽
電
気
㈱
、

諌
山
建
設
㈱
、水
俣
消
防
署
、㈲
開
田
建

設
、坂
田
建
設
㈱
、興
南
電
気
㈱
、摂
津

工
業
㈱
、Ｊ
Ａ
水
俣
、湯
の
児
海
と
夕
や

け
、㈱
水
俣
ア
ス
コ
ン
、や
す
ら
ぎ
苑
、Ｊ

Ｎ
Ｃ
開
発
㈱
、㈾
君
島
タ
ク
シ
ー
、新
栄

合
板
工
業
㈱
、Ｊ
Ｎ
Ｃ
セ
ン
ト
ラ
ル
㈱
、

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
㈱
、

熊
本
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
、㈲
緒
方
建
設
、

白
梅
病
院
、中
島
建
設
㈱
、東
部
レ
ン
タ

カ
ー
、国
土
交
通
省
八
代
、水
俣
警
察
署

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

水
俣
川
沿
い
で
除
草
作
業

岩
いわくら

倉　繁
しげよし

義

大
おおつか

塚　孝
たかあき

明

緒
おが た

方　常
つねお

雄

緒
おが た

方　止
とどむ

上
かんまい

舞　静
しず よ

代

垂
たれかど

門　チエ子
こ

平
ひら の

野　紀
のりこ

子

松
まつもと

本　昇
のぼる

松
まつもと

本　フイ

森
もりぐち

口　五
いつこ

子

山
やまうち

内　勇
いさむ

93 歳　古城

88歳　古城

84歳　湯出

88歳　牧ノ内

89歳　昭和町

89歳　白浜町

90歳　大迫

81歳　宝川内

94歳　古賀町

78歳　深川

89歳　山手町

●おくやみ（９月受付分・敬称略）

●うぶごえ（９月受付分）

尾
お の し ま

野島　皇
おうすけ

丞

小
お の だ

野田　怜
れ お

桜

櫛
くしやま

山　凛
りん

才
さい た

田　夢
ゆめあ

愛

作
さくた

田　望
の あ

綾

志
しみ ず

水　律
りつき

月

濵
はまだ

田　虹
こはな

花

渕
ふちがみ

上　幸
さち

諸
もろはし

橋　環
たまき

吉
よしもと

本　祈
いの り

莉

袋

長野町

築地

袋

丸島町

江添

古城

石坂川

越小場

汐見町

くん

くん

ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

くん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

▲10月13日に、同
センター会員約40
人が参加して、水俣
川左岸の除草作業を
行いました。
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く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

○
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
と
、月
〜
金
曜
日
の
17
時
15
分
以
降
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通

　
報
は
、☎
61
・
１
６
４
６
／
☎
63
・
１
１
１
１
ま
で

○
困
り
ご
と
・
お
悩
み
は
、市
民
相
談
室
へ 

☎
61
・
１
６
４
３
（
原
則
、
火
・
木
・
金

　
曜
日
の
９
時
〜
15
時
）

日 当番薬局

３

おれんじ薬局
☎ 63-9388
みなまた駅前薬局
☎ 68-2155

４

平和薬局センター店
☎ 62-0230
なのはな調剤薬局
☎ 63-5627
吉富薬局
☎ 62-0948

10

あかね薬局
☎ 68-2356
やまだ薬局
☎ 68-9436

17 日本調剤水俣薬局
☎ 68-2198

23

平和薬局センター店
☎ 62-0230
吉富薬局
☎ 62-0948

24

おれんじ薬局
☎ 63-9388
あじさい薬局
☎ 62-1172

当番医
日 当番医

３ たなか耳鼻科・眼科クリニック
☎ 62-8777

４ 渕上クリニック
☎ 63-6552

10 大石皮ふ科クリニック
☎ 68-9636

17 宮竹小児科医院
☎ 69-3501

23 天神耳鼻咽喉科
☎ 62-8733

24 佐藤クリニック
☎ 69-3007

当番薬局

○当番医・当番薬局は変更になる
　ことがあります。受診前に、電
　話で確認してください。

水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1

76 8

14 15

21

20

22

2827 29

■八代年金事務所出張相談
（9:30〜15:30 もやい館）
※要予約☎0965-35-6123

■八代年金事務所出張相談
（9:30〜15:30 もやい館）
※要予約☎0965-35-6123

●こころの健康相談
（14:00〜 水俣保健所）
※要予約☎63-4104

30

●やさしい糖尿病教室①
（13:30〜 医療センター）

【②８日、③15日】

日 Sun 月 Mon 火 Tue

3 4 5

10 11 12

18 19

24

25 26

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

霜
月

11月
◆広報みなまた11月号
　発行日

2

振替休日文化の日

◆広報みなまた12月号
　発行日

●４カ月児健診
　【令和元年７月生】

（12:45〜 保健センター）

●６カ月児健診
　【平成31年４月生】

（12:45〜 保健センター）

●１歳６カ月児健診
　【平成30年４月生】

（12:45〜 保健センター）

●３歳６カ月児健診
　【平成28年４月生】

（12:45〜 保健センター）

■行政相談
（9:00〜12:00

市民相談室）

■行政相談
（9:00〜12:00

市民相談室）

■市民公開講座
　「塩麹のひみつ」

（10:00〜
水俣環境アカデミア）

■将棋道場
（13:30〜 市ふれあいセンター）

■ふるさと納税返礼品
　取扱事業者説明会

（18:00〜 市役所仮庁舎２階）

◆Ｊアラート訓練（10:00頃）

■火災防御訓練
（6:00〜 越小場集会所周辺）

◆市立総合体育館
温水プール休業【〜28日】

◆武道無料体験
（市立武道館）【〜30日】

■木育ひろば
（9:00〜15:00 こどもセンター）

■バームクーヘン作り
（9:00〜12:00

エコパーク水俣ふるさと広場）

■公民館いきいき教室
「みなまたの歴史シリーズ」
（19:00〜20:30 市公民館）

■水俣高校定時制文化祭
（17:50〜19:20 水俣高校）

■みんなで歩こう薩摩街道
（8:30〜 20区公民館集合）

◆水俣市民文化祭
（もやい館）【〜10日】

13

●こころの健康相談
（14:00〜 水俣保健所）
※要予約☎63-4104

■法律相談
（10:30〜12:30

市民相談室）
■女性と子どもの人権相談

（13:00〜16:00
市民相談室）

■おなかの元気講座
（13:30〜 市ふれあいセンター）
■岡田正裕さん講演会

（19:00〜20:30 もやい館）

◆３区ミニミニ文化祭
　（9:30 〜 ３区集会所）

【〜24日】

■熊本県環境セミナー
（13:00〜16:30

県環境センター）

■マクロビオティック料理教室
（10:30〜14:00

はつの・あそびの森こども園）

◆全国糖尿病週間
「相談コーナー」【６日も】
（9:30〜12:00

総合医療センター）

■全国糖尿病週間
　「特別講演会」

（13:00 〜 総合医療センター）

■農福連携マルシェ
（12:30〜 

水俣福音キリスト協会前）

■保護者向け講座
「発達しょうがいとは？」
（10:00〜12:00 もやい館）

■映画『ピア』上映会
（19:00〜21:00

 つなぎ文化センター）

■ひきこもり家族交流会
（14:00〜15:30

水俣市社会福祉協議会）

■水中運動教室「ミットアクア」
（13:00〜 総合体育館）

17

■童園祭
（10:00〜 湯出光明童園）

■あつまるシェ
（10:00〜15:00

タブール敷地内）

■エコキャンドル＆クリ
　スマスカードを作ろう

（10:00〜12:00
県環境センター）

■区対抗ソフトボール大会
（9:00〜 エコパーク水俣）

■和楽器演奏集団「独楽」
　水俣公演

（14:00〜 市文化会館）

★出張！なんでも鑑定団
　in 水俣 収録

（13:00〜 市文化会館）

★九州和紅茶サミット
（9:30〜15:00

エコパーク水俣バラ園）

★水俣ローズフェスタ秋
（エコパーク水俣バラ園）

【〜17日】
■徳富蘇峰顕彰会

（10:00〜11:30 蘇峰・蘆花生家）

■米粉 DE 簡単クッキング教室
（10:30〜13:00 市公民館）

23 勤労感謝の日

9

■漁師市
（9:00〜 丸島新港）

■地域食堂・こども食堂
（11:00〜 市ふれあいセンター）

■冬に向けてのアロマ講座
（15:00〜 市ふれあいセンター）

■水俣幼稚園まつり
（10:30〜 白梅の杜あつまろう家）

■無料住宅相談会
（10:00〜12:00

 水俣エコハウス）

16

◆蘇峰筆塚顕彰書道展
　（もやい館）【〜18日】

■フッ化物洗口講演会
（14:00〜16:00 もやい館）

★みなまた産業団地まつり
（9:30〜15:00

 水俣産業団地）

■健康教室
（14:00〜16:00 市公民館）

◆丸福ボンバーズ水俣公演
（19:00〜 市文化会館）

【12/1は13:00〜】

■ビハーラまどか秋祭り
（11:00〜13:00 ビハーラまどか）
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９
月
22
日
に
市
教
育
委
員
会
が
、市

文
化
会
館
で
ル
パ
ン
テ
ィッ
ク
・
ジ
ャ
ズ
・

ラ
イ
ブ
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事

業
の一環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、会

場
に
は
、
約
９
０
０
人
の
市
民
ら
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
同
バ
ン
ド
は
、人
気
ア
ニ
メ「
ル
パ
ン

三
世
」音
楽
の
生
み
の
親
で
あ
り
、さ
ま

ざ
ま
な
映
画
や
テ
レ
ビ
の
音
楽
を
手
が

け
て
い
る
音
楽
家
・
大
野
雄
二
さ
ん
が

結
成
。
こ
の
日
は
、ア
ン
コ
ー
ル
を
含

む
12
曲
を
披
露
し
、迫
力
あ
る
演
奏
で

訪
れ
た
市
民
ら
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ブ
終
了
後
は
、大
野
雄
二
さ
ん

の
サ
イ
ン
会
や
メ
ン
バ
ー
自
ら
が
物
販

を
行
い
、会
場
は
最
後
ま
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

大野雄二＆ルパンティックシックス

Lupintic Jazz Live
1・2・3・4_ 演奏するルパンティックシック
スのメンバー　5_ 大野雄二さん　6_ライ
ブ終了後は、サイン会やCDなどの物販も
行われ、多くの人でにぎわった

４

　

10
月
14
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、

市
内
の
各
地
域
で
、
秋
の
お
祭
り

が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

お
祭
り
で
は
、神
事
の
他
、地
域
住

民
に
よ
る
出
し
物
な
ど
が
披
露
さ

れ
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
に
開
か
れ
た
、
久
木

野
住
吉
神
社
で
の
秋
祭
り
で
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
無
情
息
災
な
ど
を
願

う
土
俵
入
り
を
開
催
。
名
前
が
入

っ
た
化
粧
回
し
に
身
を
包
ん
だ
赤

ち
ゃ
ん
は
、
力
士
に
抱
え
ら
れ
、泣

い
た
り
笑
っ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
表

情
を
見
せ
な
が
ら
、
初
土
俵
を
踏

み
ま
し
た
。

　
同
日
に
開
催
さ
れ
た
、20
区
権
現

宮
の
ま
つ
り
で
は
、今
年
の
７
月
の

大
雨
で
倒
れ
た
、
樹
齢
約
２
０
０

年
の
神
木
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

１・2・3・4・5_ 金婚夫婦の皆さんと髙岡市
長らで記念撮影　6_ 金婚夫婦を代表してあい
さつをした、今井光義・美智子夫婦

守り継がれる地域の伝統 水俣のお祭り次々と開催

　
市
は
、10
月
17
日
に
も
や
い
館
で
、

「
令
和
元
年
度
水
俣
市
金
婚
夫
婦

表
彰
式
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
62
組
の
夫
婦
か
ら
、
結

婚
50
年
を
迎
え
た
表
彰
対
象
の
申

し
出
が
あ
り
、表
彰
式
に
は
39
組

が
出
席
。
髙
岡
市
長
が
金
婚
夫
婦

代
表
の
今
井
光
義
・
美
智
子
夫
婦

へ
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
今
井
光
義
さ
ん
は
金
婚
夫
婦
代

表
の
謝
辞
で
、「
家
族
や
友
人
に

支
え
ら
れ
て
50
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
つ
い
て
き
て
く
れ
た

妻
に
普
段
言
え
な
い
感
謝
を
伝
え

た
い
」
と
妻
・
美
智
子
さ
ん
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ともに歩んで 50 年、これからも手を携えて
令和元年度水俣市金婚夫婦表彰式

１

フォトリポート

1

2

3

4

5 6

1

2

34

5

6

１_ 大園荒神神社の秋の例大祭　２_20 区
権現宮の秋のおまつり　３_ 久木野住吉神
社で開かれた、赤ちゃん土俵入り
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株式会社

MOAファーム
所在地　　水俣市袋２９７５
設　立　　平成21年 12月
従業員数　６人
事業内容　農産物生産・販売

　
当
事
業
所
は
、水
俣
の
特
産
品
で

も
あ
る
サ
ラ
た
ま
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
、

か
ぼ
ち
ゃ
、米
な
ど
の
農
産
物
の
生

産
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　
メ
イ
ン
で
生
産
し
て
い
る
農
作
物

は
、
サ
ラ
た
ま
ち
ゃ
ん
で
す
。
主
に

Ｊ
Ａ
を
通
し
て
、皆
さ
ん
の
食
卓
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
水
俣
だ
け
で
は

な
く
、関
東
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
よ
。

　
機
械
で
生
産
す
る
工
業
製
品
に
比

べ
、農
業
は
自
然
が
相
手
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、継
続
し
て
生
産
・
経
営

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
し
か
し
、

当
社
は
設
立
当
初
の
社
員
が
継
続

し
て
働
い
て
お
り
、30
代
か
ら
60
代

ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
社
員
が
働
い

て
い
ま
す
。

　

社
員
に
は
、「『
こ
そ
こ
そ
』で
は

な
く『
こ
せ
こ
せ
※
』動
け
」、「
余

分
な
仕
事
を
し
ろ
」と
伝
え
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
他
の
農
家
と

の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
ま
す
。
農
業

で
は
、そ
の
地
域
に
高
い
技
術
を
持

っ
た
人
が一人
い
て
も
地
域
お
こ
し
に

は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
つ
な
が
り
や

同
じ
目
的
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
サ
ラ
た
ま
ち
ゃ
ん
の
栽
培
・

ブ
ラ
ン
ド
化
も
、私
が
部
会
長
を
務

め
て
い
る
、Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
サ
ラ
た

ま
ち
ゃ
ん
部
会
す
べ
て
の
生
産
者
が

同
じ
方
向
見
て
取
り
組
ん
で
き
た
か

ら
こ
そ
長
年
続
く
人
気
の
商
品
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
食
育
」
の一
環
と
し
て
、

毎
年
、市
内
の
小
中
学
生
に
サ
ラ
た

ま
ち
ゃ
ん
の
植
え
付
け
・
収
穫
の
体

験
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
体
験

を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち
に
、
普
段

当
た
り
前
に
食
べて
い
る
「
食
べ
物
」

の
こ
と
を
少
し
で
も
考
え
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
長

い
目
で
見
れ
ば
、後
継
者
育
成
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

農
家
は
、
食
べ
て
く
れ
る
人
、
消

費
者
の
こ
と
を
考
え
て
作
っ
て
い
ま

す
。
消
費
者
も
生
産
者
の
こ
と
を

考
え
な
が
ら
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

消
費
者
が
農
家
を
育
て
て
く
れ
る
こ

と
で
、私
た
ち
も
よ
り
お
い
し
い
も

の
を
作
ろ
う
と
頑
張
れ
ま
す
。
農

家
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

社
員
が
継
続
し
て
働
い
て
く
れ
る
会

社
に
な
れ
る
よ
う
、ま
だ
ま
だ
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

※
「
ま
め
に
」と
い
う
意
味
。

な
みなまた

事業所ファイル事業所ファイル
元元

第16巻

藤

▼
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式

典
で
、
市
の
70
年
を
振
り
返
る

写
真
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
選

定
の
た
め
に
市
が
所
蔵
す
る
古

い
写
真
の
数
々
を
見
返
し
て
、

か
つ
て
の
ま
ち
の
姿
や
人
の
暮

ら
し
に
、
改
め
て
時
代
の
移
り

変
わ
り
と
歴
史
を
感
じ
ま
し

た
。
▼
30
点
し
か
展
示
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
た

く
さ
ん
の
、
ま
ち
の
皆
さ
ん
の

記
憶
と
記
録
が
詰
ま
っ
た
写
真

が
あ
り
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、

少
し
ず
つ
で
も
ご
紹
介
し
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
福

編 

集 

後 

記

広
報

み
な

ま
た

2019 N
o.1411

11
◆

編
集

・
発

行
／

市
長

公
室

広
報

公
聴

係
　

〒
867-8555　

熊
本

県
水

俣
市

陣
内

１
-１

-53
◆

連
絡

先
☎

0966-61-1655
◆

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
https://w

w
w

.city.m
inam

ata.lg.jp
◆

発
行

日
／

令
和

元
年

11
月

１
日

◆
印

刷
／

旭
印

刷
株

式
会

社
見

や
す

く
読

み
ま

ち
が

え
に

く
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ン
ト

を
採

用
し

て
い

ま
す

。

代表取締役
田畑 和雄 さん

藤

▼
最
近
の
話
題
と
言
え
ば
、
ラ

グ
ビ
ー
Ｗ
杯
。　

は
、
初
め
て

じ
っ
く
り
と
試
合
を
見
ま
し
た

が
、日
本
代
表
が
チ
ー
ム
一
丸
と

な
り
、
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
姿
に
応

援
に
も
力
が
入
り
ま
し
た
。
▼

11
月
か
ら
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

の
世
界
大
会
が
熊
本
で
開
催
し

ま
す
。水
俣
は
、モ
ン
テ
ネ
グ
ロ

代
表
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
に
決

ま
り
ま
し
た
。公
開
練
習
日
は

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
プ

ロ
の
プ
レ
ー
を
間
近
で
見
れ
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
見

に
行
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

MOA ファームは、袋地区を拠点に農作物
を生産・販売している事業所です。畑の
のべ面積はエコパーク水俣とほぼ同じ広
さ。まごころ込めて作った農作物を家庭に
提供し、私たちの食を支えています。
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